終戦直後における陵墓をめぐる動向 by 外池 昇 et al.
終
戦
直
後
に
お
け
る
陵
墓
を
め
ぐ
る
動
向
外
池
昇
は
じ
め
に
終
戦
直
後
に
お
け
る
陵
墓
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
仁
徳
天
皇
陵
発
掘
の
提
案
を
め
ぐ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
向
谷
進
『
考
古
の
巨
星
―
―
末
永
雅
雄
と
橿
原
考
古
学
研
究
所
―
―
』（
一
九
九
四
年
、
文
藝
春
秋
）
は
第
四
章
「
戦
後
初
公
開
の
正
倉
院
宝
物
―
―
末
永
考
古
学
の
確
立
―
―
」
で
、
昭
和
二
十
一
年
十
〜
十
一
月
の
正
倉
院
展
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
日
以
降
の
末
永
雅
雄
氏
の
登
呂
遺
跡
調
査
へ
の
参
加
、
ま
た
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
の
法
隆
寺
金
堂
の
火
災
等
と
並
べ
て
、
昭
和
二
十
三
年
末
の
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
に
よ
る
人
文
科
学
団
顧
問
日
本
史
担
当
と
し
て
の
関
西
訪
問
に
触
れ
て
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
氏
が
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
各
分
科
の
学
者
た
ち
と
協
議
し
た
際
、
京
都
大
学
考
古
学
教
室
助
手
の
小
林
行
雄
氏
が
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
で
仁
徳
天
皇
陵
の
発
掘
が
で
き
な
い
か
と
提
案
し
た
の
に
対
し
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
氏
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
末
永
雅
雄
氏
が
「
日
本
は
い
ま
、
疲
弊
の
極
に
達
し
て
い
る
。
調
査
陣
営
の
編
成
・
各
種
資
材
が
整
わ
な
い
。
及
び
占
領
軍
の
各
部
隊
が
来
て
い
る
が
、
い
ま
天
皇
陵
を
掘
る
こ
と
は
国
民
感
情
の
点
か
ら
好
ま
し
く
な
い
」
と
述
べ
た
と
い
う
（
１
）。
そ
し
て
、『
読
売
新
聞
』
平
成
二
十
年
三
月
十
八
日
付
（
夕
刊
）
「
古
墳
考
二
〇
〇
八
」
三
「
陵
墓
が
『
聖
域
』
に
な
る
前
は
…
」（
片
1
岡
正
人
氏
）
は
、
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
（
略
）
１
９
４
８
年
（
昭
和
２３
年
）
末
、
後
に
米
国
駐
日
大
使
と
な
っ
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
か
ら
「
仁
徳
陵
（
大
阪
府
堺
市
、
大
山
古
墳
）
を
発
掘
す
る
計
画
が
あ
る
な
ら
米
国
が
援
助
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
い
う
提
案
が
持
ち
込
ま
れ
、
学
界
は
騒
然
と
な
る
。
こ
の
時
、
反
対
に
回
っ
た
の
は
、
明
治
大
学
の
後
藤
守
一
教
授
（
当
時
）。
理
由
が
興
味
深
い
。「
皇
陵
を
発
掘
す
る
こ
と
は
国
民
感
情
の
上
か
ら
い
つ
て
も
望
ま
し
く
な
い
し
、
掘
つ
て
も
大
し
た
考
古
学
的
資
料
は
出
て
来
な
い
」（
読
売
新
聞
・
４９
年
４
月
２７
日
付
記
事
）
し
か
し
早
速
、
こ
の
発
言
を
批
判
す
る
投
書
が
５
月
４
日
付
で
掲
載
さ
れ
た
。「
千
五
百
年
も
前
の
考
古
学
的
存
在
で
あ
る
皇
陵
を
発
掘
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
神
聖
な
も
の
を
犯
す
と
い
う
感
じ
方
が
、
ひ
ど
く
近
代
的
な
知
性
と
相
反
す
る
（
一
部
略
）」。
東
京
都
内
の
主
婦
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
発
掘
は
見
送
ら
れ
た
が
、
４９
年
度
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
、
仁
徳
、
応
神
、
履
中
各
陵
の
外
形
調
査
が
行
わ
れ
た
。
長
く
禁
足
の
地
だ
っ
た
陵
墓
の
学
界
に
よ
る
調
査
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
導
か
れ
つ
つ
、
お
お
む
ね
昭
和
二
十
一
年
か
ら
同
二
十
七
年
頃
ま
で
に
お
け
る
陵
墓
を
め
ぐ
る
動
向
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
当
時
、
陵
墓
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
、「
文
化
国
家
再
建
の
一
翼
を
」（
宮
内
省
図
書
寮
「
展
覧
会
」）
昭
和
二
十
一
年
五
月
に
行
な
わ
れ
た
「
図
書
寮
善
本
展
覧
会
」
第
十
四
回
は
、
終
戦
直
後
に
お
け
る
陵
墓
を
め
ぐ
る
動
向
の
嚆
矢
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
展
覧
会
」
は
「
一
和
書
（
御
陵
墓
）」
と
「
二
漢
籍
（
唐
詩
別
集
）」
が
主
題
で
あ
り
、「
一
和
書
（
御
陵
墓
）」
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
イ
高
塚
式
陵
墓
崇
神
天
皇
陵
ノ
図
（
文
久
山
陵
図
草
稿
鶴
澤
探
眞
）
以
下
、
前
方
後
円
墳
、
方
墳
、
上
円
下
方
墳
の
代
表
的
陵
墓
の
図
及
び
写
真
八
点
ロ
高
塚
式
古
墳
ノ
構
造
（
外
部
）
葺
石
（
貼
石
）
写
真
、
円
筒
埴
輪
等
六
点
、（
内
部
）
赤
坂
山
古
墳
ノ
図
諸
陵
周
垣
成
就
記
、
石
棺
ノ
写
真
等
五
点
ハ
堂
塔
式
陵
墓
（
法
花
堂
）
後
白
河
天
皇
陵
ノ
図
、（
多
宝
塔
）
近
衛
天
皇
陵
ノ
図
文
久
山
陵
図
草
稿
等
五
点
（
マ
マ
）
ニ
山
陵
ノ
守
護
日
本
書
記
巻
三
十
（
谷
森
本
・
文
政
版
）、
2
令
集
解
巻
四
、
高
倉
院
法
花
堂
尾
州
国
富
庄
之
事
（
壬
生
文
書
）
等
六
点
ホ
山
陵
ノ
祭
祀
類
聚
符
宣
抄
第
四
（
壬
生
本
）、
朝
野
群
載
第
二
十
一
（
柳
原
本
）
等
五
点
ヘ
陵
墓
ノ
探
索
ト
修
理
前
王
廟
陵
記
（
松
下
見
林
）、
山
陵
志
（
蒲
生
秀
實
）、
諸
陵
周
垣
成
就
記
（
細
井
知
愼
）
等
十
二
点
ト
副
葬
品
（
２
）
図
書
寮
に
よ
る
「
図
書
寮
展
覧
会
」
は
、
大
正
四
年
六
月
に
第
一
回
が
「
大
礼
記
念
展
覧
会
」
と
し
て
行
な
わ
れ
て
以
降
、
大
正
六
年
四
月
に
第
二
回
、
昭
和
三
年
九
月
に
第
三
回
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
内
第
二
回
で
は
「
陵
墓
関
係
図
書
」
が
主
題
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
「
前
王
廟
陵
記
、
山
陵
図
絵
、
享
保
御
陵
記
、
山
陵
図
会
、
山
陵
志
等
陵
墓
に
関
す
る
図
、
考
証
、
記
録
文
書
等
百
二
十
四
点
（
３
）」
が
展
観
さ
れ
て
い
る
。
終
戦
直
後
に
は
第
一
回
が
昭
和
二
十
一
年
二
月
に
開
催
さ
れ
て
か
ら
、「
社
会
思
想
混
頓
た
る
中
、
文
化
国
家
再
建
の
一
翼
を
担
（
４
）」
っ
て
ほ
ぼ
毎
月
開
か
れ
た
。
二
、「
世
界
一
の
大
古
墳
・
大
山
陵
」（『
科
学
朝
日
』）
『
科
学
朝
日
』
第
八
巻
第
七
号
（
昭
和
二
十
三
年
七
月
、
朝
日
新
聞
東
京
本
社
）
は
「
日
本
の
古
代
技
術
１
」
と
し
て
梅
原
末
治
「
世
界
一
の
大
古
墳
・
大
山
陵
（
５
）」
を
載
せ
、「
仁
徳
天
皇
陵
『
大
山
陵
』
最
初
の
空
中
写
真
」
を
「
越
智
本
社
写
真
班
員
撮
影
」
と
し
て
掲
載
す
る
。
同
論
文
の
主
旨
は
、「
編
集
部
」
が
「
さ
き
ご
ろ
本
社
の
写
真
班
員
が
進
駐
軍
の
諒
解
と
援
助
の
下
に
初
め
て
大
阪
府
下
堺
市
の
仁
徳
天
皇
陵
『
大
山
陵
』
の
空
中
写
真
を
撮
影
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
戦
前
ま
で
は
神
秘
の
霧
に
か
く
さ
れ
て
う
か
が
う
こ
と
は
勿
論
そ
の
上
空
を
飛
行
機
で
飛
ぶ
こ
と
さ
え
も
許
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
思
え
ば
ま
こ
と
に
大
き
な
時
代
の
変
り
か
た
で
あ
る
（
６
）」
と
し
、
梅
原
氏
も
「（
略
）
こ
れ
（
引
用
註
、
仁
徳
天
皇
陵
〔
大
山
陵
〕）
が
外
観
の
上
か
ら
秦
の
始
皇
帝
陵
を
し
の
ぎ
エ
ジ
プ
ト
の
最
大
の
ピ
ラ
ミ
ツ
ド
に
く
ら
べ
て
も
３
倍
以
上
の
大
き
さ
で
あ
り
世
界
最
大
の
墳
墓
で
あ
る
こ
と
が
早
く
か
ら
一
部
の
人
た
ち
の
間
で
注
意
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
今
ま
で
は
わ
が
特
殊
な
国
体
観
か
ら
明
治
以
後
こ
れ
ら
の
御
陵
は
宮
内
省
の
厳
重
な
管
理
の
下
に
置
か
れ
た
た
め
に
進
ん
で
塚
自
体
の
実
際
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
た
だ
外
部
か
ら
こ
れ
を
う
か
が
う
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
有
様
で
学
問
の
上
か
ら
は
殆
ど
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
過
ぎ
て
来
た
の
で
あ
る
（
７
）」
と
し
、
さ
ら
に
「
と
こ
ろ
が
終
戦
後
諸
般
の
事
情
が
革
新
さ
れ
て
来
た
こ
と
と
と
も
に
こ
の
陵
に
つ
い
て
さ
き
ご
ろ
大
阪
朝
3
日
新
聞
の
写
真
班
が
進
駐
軍
の
諒
解
と
援
助
の
下
に
航
空
写
真
を
撮
影
し
て
そ
の
実
際
を
明
瞭
に
示
す
資
料
を
公
表
し
た
こ
と
か
ら
新
た
に
世
人
の
関
心
を
高
め
る
に
至
り
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
正
確
な
実
測
図
を
手
に
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
て
こ
こ
に
は
じ
め
て
わ
が
上
代
に
お
け
る
最
大
の
規
模
を
も
つ
た
陵
の
実
体
を
検
討
で
き
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
（
８
）」
と
す
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
同
論
文
は
「
仁
徳
天
皇
陵
の
実
測
図
」
と
「
大
山
陵
の
大
き
さ
比
較
図
」（
同
一
縮
尺
の
「
仁
徳
天
皇
陵
」「
秦
始
皇
帝
陵
」「
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
の
平
面
図
）
を
掲
載
す
る
（
９
）。
三
、「
仁
徳
天
皇
御
陵
開
放
」（『
堺
時
報
』）
『
堺
時
報
』
第
十
二
号
（
昭
和
二
十
三
年
八
月
十
日
）
は
、「
仁
徳
天
皇
御
陵
開
放
（
１０
）」
と
し
て
「（
略
）
仁
徳
天
皇
御
陵
の
一
部
を
開
放
し
て
貰
つ
て
こ
れ
を
公
園
に
し
様
と
言
う
計
画
が
市
都
市
計
画
課
で
立
て
ら
れ
、
総
理
庁
へ
許
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、
外
濠
と
中
濠
と
の
間
の
堤
を
開
放
し
て
貰
い
、
濠
に
は
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
、
堤
に
は
ベ
ン
チ
を
設
け
橋
を
架
け
て
、
府
市
民
は
こ
ゝ
で
静
か
に
鳥
の
声
を
聞
い
た
り
、
松
風
を
聴
い
た
り
、
水
鳥
の
遊
ぶ
の
を
見
て
楽
し
も
う
と
言
う
の
で
あ
る
、
こ
れ
が
許
可
さ
れ
た
ら
や
が
て
全
国
の
御
陵
も
開
放
さ
れ
る
導
機
と
な
る
だ
ろ
う
（
１１
）」
と
す
る
。
こ
の
「
計
画
」
の
そ
の
後
の
経
過
は
不
明
で
あ
る
が
、「
全
国
の
御
陵
」
の
「
開
放
」
を
も
視
野
に
入
れ
た
論
調
か
ら
は
当
時
の
陵
墓
を
め
ぐ
る
あ
る
種
の
考
え
方
の
一
端
が
伺
わ
れ
る
。
四
、「
撮
影
を
許
さ
れ
」（『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』）
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
新
年
特
大
号
（
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二
十
九
日
・
昭
和
二
十
四
年
一
月
五
日
合
併
号
）
は
、「
世
界
一
の
大
墳
墓
」
と
の
見
開
き
二
頁
の
「
本
誌
特
派
記
事
米
田
保
・
写
真
青
井
竹
三
郎
」
に
よ
る
グ
ラ
ビ
ア
を
掲
載
し
、「
考
古
学
、
土
木
技
術
等
、
各
界
学
者
の
関
心
を
集
め
な
が
ら
墳
墓
と
し
て
の
性
質
上
、
域
内
に
立
入
り
を
許
さ
ず
、
柵
に
か
こ
ま
れ
た
鬱
蒼
た
る
山
容
は
一
度
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
こ
の
た
び
、
本
誌
は
、
特
に
主
墳
内
奥
の
一
部
を
除
き
撮
影
を
許
さ
れ
、
そ
の
概
貌
を
初
め
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
」
と
し
て
、
仁
徳
天
皇
陵
の
計
八
葉
の
写
真
と
説
明
を
載
せ
る
。
写
真
に
は
、「
正
面
」「
内
堤
」、
ま
た
「
進
駐
軍
の
援
助
に
よ
る
空
中
俯
瞰
写
真
」
も
あ
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
域
内
の
写
真
と
そ
の
説
明
で
あ
る
。
説
明
に
「
内
堤
西
北
角
よ
り
主
墳
後
円
部
を
4
望
む
最
高
部
は
三
十
四
メ
ー
ト
ル
六
こ
の
後
円
丘
の
地
底
に
石
室
石
棺
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
戦
国
時
代
に
城
砦
に
利
用
さ
れ
た
跡
が
あ
る
か
ら
既
に
地
底
は
荒
ら
さ
れ
て
る
と
の
説
も
あ
る
」「
内
濠
人
影
稀
な
た
め
鳥
禽
類
の
天
国
数
千
羽
の
鴨
五
位
鷺
鵺
が
乱
れ
飛
び
正
に
塵
外
の
境
」「
内
堤
の
縁
に
発
掘
さ
れ
た
円
筒
形
埴
輪
の
残
骸
一
間
に
つ
き
四
ヶ
の
割
合
で
三
重
四
重
に
主
墳
を
囲
繞
し
林
立
し
た
ろ
う
盛
観
が
し
の
ば
れ
る
こ
の
埴
輪
は
全
部
を
合
せ
れ
ば
数
十
万
に
達
す
る
と
筆
者
は
推
定
す
る
」
「
上
の
円
筒
埴
輪
の
残
骸
が
残
る
内
堤
幅
約
三
十
メ
ー
ト
ル
延
長
約
三
キ
ロ
半
老
松
と
雑
草
の
茂
み
合
う
中
に
巡
警
の
順
路
に
踏
み
な
ら
さ
れ
た
わ
ず
か
な
小
道
が
通
じ
て
い
る
」「
舟
で
濠
を
渡
り
一
歩
主
墳
に
入
る
と
昼
な
お
暗
い
密
林
松
杉
ヒ
ノ
キ
カ
ヤ
が
茂
り
蔦
カ
ズ
ラ
が
巻
き
つ
い
て
い
る
地
面
は
朽
葉
に
覆
わ
れ
腐
臭
を
発
し
警
士
の
話
に
よ
れ
ば
時
々
は
胴
ま
わ
り
一
升
ビ
ン
程
の
大
蛇
も
見
ら
れ
狐
狸
の
類
も
棲
む
と
い
う
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
五
、“G
rave
of
E
m
peror
M
ay
B
e
E
xcavated”
（『
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
』）
『
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
』（
英
字
紙
）“N
ippon
T
im
es”
昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
四
日
付
（
第
一
面
）
が
載
せ
る“N
ow
It
C
an
B
e
Told”
（
今
だ
か
ら
こ
そ
い
え
る
）“E
m
peror
Jim
m
u
W
as
N
ot
First
R
uler
of
Japan”
（
神
武
天
皇
は
日
本
の
最
初
の
統
治
者
で
は
な
か
っ
た
）“Present
H
istories
10
C
enturies
O
ff,
Scholar
C
laim
s
A
fter
E
xhaustive
Studies”
（
最
新
の
歴
史
学
で
は
十
世
紀
の
差
、
徹
底
的
な
研
究
の
末
に
学
識
者
は
主
張
）
と
の
見
出
し
の
記
事
（
１２
）は
、
そ
の
後
の
陵
墓
を
め
ぐ
る
動
向
の
前
提
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
人
類
学
者
石
田
英
一
郎
氏
は
こ
の
前
日
に
声
明
を
出
し
た
が
、
そ
れ
は
、
日
本
で
初
め
て
の
天
皇
は
神
武
天
皇
で
は
な
く
、
四
世
紀
の
は
じ
め
に
恐
ら
く
満
州
も
し
く
は
朝
鮮
半
島
か
ら
来
た
と
考
え
ら
れ
る
崇
神
天
皇
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
近
代
以
降
公
的
な
日
本
の
歴
史
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
皇
室
が
創
立
さ
れ
た
の
は
紀
元
前
六
六
〇
年
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
十
世
紀
も
後
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
（
１３
）、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
歴
史
学
者
や
考
古
学
者
、
そ
し
て
人
類
学
者
に
と
っ
て
、
大
衆
が
読
む
た
め
の
こ
の
国
の
歴
史
の
著
作
に
つ
い
て
革
命
的
な
変
化
が
到
来
し
た
と
い
う
意
見
は
全
員
一
致
だ
と
、
江
上
博
士
は
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
江
上
博
士
は
、
神
聖
な
も
の
と
し
て
見
做
さ
れ
て
い
た
問
題
へ
の
調
査
に
関
し
て
、
政
府
に
よ
っ
て
何
十
年
5
も
の
間
採
用
さ
れ
て
き
た
極
秘
で
不
可
侵
な
方
針
が
著
し
く
緩
和
し
た
の
で
、
考
古
学
や
歴
史
学
者
、
そ
し
て
人
類
学
者
に
と
っ
て
多
く
の
手
付
か
ず
の
領
域
が
存
在
す
る
と
固
く
信
じ
て
い
る
（
１４
）と
も
い
う
。
記
事
は
第
二
面
の“Jim
m
u
W
as
N
ot
1st
R
uler
H
ere”
（
神
武
天
皇
は
初
代
の
天
皇
で
は
な
か
っ
た
）
と
の
見
出
し
の
記
事
に
続
く
。
こ
の
な
か
で
、
巨
大
な
陵
を
造
る
習
慣
が
導
入
さ
れ
た
が
仁
徳
天
皇
陵
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
数
倍
広
い
こ
と
は
記
憶
さ
れ
る
（
１５
）と
す
る
。
『
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
』
同
年
三
月
三
十
一
日
付
（
第
一
面
）
で
“G
rave
of
E
m
peror
M
ay
B
e
E
xcavated”
（
天
皇
陵
は
発
掘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
）“D
iscoveries
W
hich
M
ay
Surpass
T
hose
M
ade
at
T
utenkham
on’s
Tom
b
E
xpected”
（
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
墓
を
凌
ぐ
発
見
が
期
待
さ
れ
る
）
と
の
見
出
し
の
記
事
（
１６
）を
載
せ
、
計
画
は
そ
の
よ
う
な
事
業
に
向
け
て
静
か
に
進
み
、
天
皇
の
二
番
目
の
弟
の
高
松
宮
が
発
掘
委
員
会
の
座
長
に
推
戴
さ
れ
た
と
確
実
な
筋
に
よ
っ
て
報
じ
ら
れ
た
際
そ
の
頂
点
に
達
し
（
１７
）、
そ
の
間
に
、
現
在
は
合
衆
国
に
い
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
Ｅ
・
Ｏ
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
が
数
ヶ
月
前
か
ら
高
松
宮
と
と
も
に
提
案
さ
れ
た
科
学
的
な
研
究
事
業
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
（
１８
）と
し
、
さ
ら
に
、
東
京
大
学
教
授
で
日
本
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
池
内
博
士
は
、
数
年
前
、
被
葬
者
に
つ
い
て
の
当
時
の
記
録
を
欠
く
陵
墓
の
発
掘
の
提
案
を
し
た
際
激
し
く
攻
撃
さ
れ
た
（
１９
）と
述
べ
る
。
そ
し
て
同
日
付
第
二
面
は
、“E
M
PE
R
O
R
N
IN
T
O
K
U
’S
M
A
U
-
SO
LE
U
M
”
（
仁
徳
天
皇
陵
）
と
し
て
仁
徳
天
皇
陵
の
航
空
写
真
を
掲
載
す
る
。
そ
の
説
明
は
、
こ
の
珍
し
い
航
空
写
真
は
戦
前
に
軍
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
２０
）と
す
る
が
、
こ
の
写
真
は
、
す
で
に
二
、「
世
界
一
の
大
古
墳
・
大
山
陵
」（『
科
学
朝
日
』）
で
み
た
、
『
科
学
朝
日
』
に
掲
載
さ
れ
「
さ
き
ご
ろ
大
阪
朝
日
新
聞
の
写
真
班
が
進
駐
軍
の
諒
解
と
援
助
の
下
に
」（
梅
原
「
世
界
一
の
大
古
墳
・
大
山
陵
」）
撮
影
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
た
写
真
（「
仁
徳
天
皇
陵
『
大
山
陵
』
最
初
の
空
中
写
真
」）
と
酷
似
す
る
。
『
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
』
同
年
四
月
二
日
付
（
第
三
面
）
は“N
IN
-
T
O
K
U
’S
R
E
IG
IN
PU
ZZLE
S
LAY
M
A
N
”
（
仁
徳
天
皇
の
治
世
は
素
人
を
手
こ
ず
ら
せ
る
）“H
istorians
C
laim
E
m
peror
W
as
R
uler
for
86
Years
and
D
ied
at
83”
（
歴
史
学
者
の
非
難
は
天
皇
の
治
世
が
八
十
六
年
で
あ
る
の
に
亡
く
な
っ
た
時
八
十
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
）
と
の
見
出
し
の
記
事
を
載
せ
る
（
２１
）。
こ
の
記
事
は
、
仁
徳
天
皇
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
言
及
し
つ
つ
、
右
の
三
月
三
十
一
日
付
第
一
面
の
仁
徳
天
皇
陵
発
掘
計
画
の
記
事
が
学
者
ば
か
り
で
な
く
一
般
を
も
揺
り
動
か
し
た
こ
と
と
、
同
記
事
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
も
の
を
含
め
て
い
く
つ
か
の
質
問
の
回
答
に
よ
る
も
の
で
あ
6
る
こ
と
（
２２
）を
も
述
べ
る
。
『
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
』
同
年
四
月
十
七
日
付
（
第
一
面
）
は“5−
Year
Plan
Is
M
apped
To
E
xcavate
M
ausoleum
”
（
天
皇
陵
発
掘
の
五
か
年
計
画
）“Project
to
B
e
on
Such
G
igantic
Scale
T
hat
B
ill
M
ay
H
ave
to
B
e
Introduced
in
D
iet”
（
巨
大
規
模
の
計
画
国
会
に
議
案
と
し
て
提
出
）
と
の
見
出
し
の
記
事
（
２３
）を
載
せ
る
。
こ
れ
に
続
く
同
日
付
第
二
面
の
記
事
も
併
せ
て
み
る
と
、
仁
徳
天
皇
陵
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
規
模
の
上
で
比
較
し
つ
つ
仁
徳
天
皇
陵
の
考
古
学
的
な
価
値
を
述
べ
る
こ
と
を
主
題
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
、
発
掘
計
画
の
実
現
へ
向
け
て
の
動
向
に
つ
い
て
も
よ
く
述
べ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
当
初
は
政
府
か
ら
の
基
金
が
必
要
な
程
の
巨
大
な
計
画
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
者
達
が
出
し
た
結
論
は
、
多
額
の
経
費
と
専
門
家
に
よ
る
五
年
以
上
の
期
間
が
必
要
で
、
そ
の
五
か
年
計
画
の
背
後
に
は
、
東
京
大
学
の
原
田
淑
人
博
士
・
江
上
波
夫
博
士
、
明
治
大
学
杉
原
荘
介
教
授
、
京
都
大
学
水
野
清
一
博
士
（
２４
）が
あ
り
、
彼
等
の
計
画
は
事
業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
基
金
を
拠
出
さ
せ
る
た
め
の
政
府
の
会
議
を
開
く
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
こ
れ
ら
の
人
々
は
高
松
宮
と
話
を
し
た
と
さ
れ
、
当
時
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
て
い
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
エ
ド
ウ
ィ
ン＝
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
か
ら
の
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が
陵
墓
の
発
掘
企
画
の
一
部
を
負
担
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
の
発
言
を
待
っ
て
い
た
（
２５
）と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
同
日
付
第
二
面
に
は
、“N
IN
T
O
K
U
’S
T
O
M
B
”
（
仁
徳
天
皇
陵
）
と
し
て
仁
徳
天
皇
陵
・
秦
始
皇
帝
陵
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
同
一
縮
尺
の
平
面
図
を
載
せ
る
が
、
こ
れ
は
、
二
、「
世
界
一
の
大
古
墳
・
大
山
陵
」（『
科
学
朝
日
』）
で
み
た
、『
科
学
朝
日
』
に
掲
載
さ
れ
た
梅
原
「
世
界
一
の
大
古
墳
・
大
山
陵
」
の
「
大
山
陵
の
大
き
さ
比
較
図
」
を
一
部
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
、「
仁
徳
陵
を
発
掘
の
提
案
」（『
読
売
新
聞
』）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日
付
（
第
三
面
）
は
「
仁
徳
陵
を
発
掘
の
提
案
／
世
界
最
大
古
墳
に
国
際
的
の
援
助
」
と
の
見
出
し
の
記
事
を
載
せ
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
教
授
を
め
ぐ
る
動
向
を
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。
（
略
）
昨
年
末
来
訪
し
た
ア
メ
リ
カ
人
文
科
学
顧
問
団
中
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
本
史
担
当
ラ
イ
シ
ヤ
ワ
ー
教
授
が
日
本
側
委
員
会
の
東
大
教
授
江
上
波
夫
氏
と
会
談
し
た
と
き
、
も
し
仁
徳
陵
を
発
掘
す
る
計
画
が
日
本
側
に
あ
る
な
ら
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
カ
の
遺
跡
発
掘
の
さ
い
と
同
様
、
各
国
で
共
同
資
金
を
つ
く
7
り
、
〝
国
際
的
発
掘
〞
を
行
う
の
が
費
用
、
技
術
の
点
で
最
も
適
当
と
思
う
か
ら
米
国
の
援
助
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
よ
う
と
の
べ
、
一
月
帰
米
し
た
、
最
近
同
教
授
か
ら
「
仁
徳
陵
発
掘
の
計
画
は
す
ゝ
ん
で
い
る
か
」
と
の
問
合
せ
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
日
本
の
考
古
学
界
は
賛
否
両
論
に
わ
か
れ
る
に
い
た
つ
た
同
記
事
は
続
け
て
「
反
対
論
者
は
天
皇
の
陵
を
発
掘
す
る
こ
と
は
国
民
感
情
に
さ
か
ら
い
、
い
く
ら
科
学
の
名
に
よ
つ
て
も
許
さ
れ
な
い
、
す
で
に
明
治
五
年
ア
ラ
シ
の
た
め
前
方
部
の
石
棺
が
あ
ら
わ
れ
金
メ
ツ
キ
の
ヨ
ロ
イ
、
カ
ブ
ト
、
鏡
、
太
刀
、
ハ
ニ
ワ
な
ど
種
々
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
か
ら
い
ま
発
掘
し
て
も
た
い
し
た
も
の
は
出
て
来
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
、
こ
れ
に
対
し
賛
成
論
者
は
神
話
の
ベ
ー
ル
に
お
お
わ
れ
た
古
代
史
を
科
学
的
に
書
直
す
た
め
に
は
ぜ
ひ
必
要
だ
と
い
う
」
と
述
べ
た
上
で
「
両
論
対
立
の
ま
ゝ
考
古
学
古
墳
調
査
委
員
、
東
大
江
上
、
飯
塚
、
仁
井
田
教
授
山
本
助
教
授
、
明
大
後
藤
教
授
、
文
部
省
犬
丸
人
文
科
学
課
長
ら
が
卅
日
会
合
最
終
的
態
度
を
決
定
の
う
え
ラ
イ
シ
ヤ
ワ
ー
教
授
に
回
答
す
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
「
国
内
に
賛
否
両
論
」
と
し
て
、「
せ
め
て
表
面
調
査
で
も
」
と
の
見
出
し
で
東
大
江
上
波
夫
教
授
の
「
仁
徳
陵
は

地
底
の
法
隆
寺

と
も
い
う
べ
き
貴
重
な
資
料
だ
、
土
木
技
術
の
上
か
ら
い
つ
て
も
高
さ
卅
四
㍍
の
大
山
陵
は
三
重
の
ホ
リ
を
掘
つ
た
土
を
盛
り
あ
げ
て
作
つ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
従
来
測
量
も
十
分
行
わ
れ
ず
、
ホ
リ
の
深
さ
も
知
ら
な
か
つ
た
が
表
面
調
査
で
も
許
さ
れ
た
ら
こ
の
点
も
明
か
と
な
ろ
う
」
と
の
談
話
を
、「
大
き
な
収
穫
は
な
い
」
と
の
見
出
し
で
明
大
後
藤
守
一
教
授
の
「
皇
陵
を
発
掘
す
る
こ
と
は
国
民
感
情
の
上
か
ら
い
つ
て
も
望
ま
し
く
な
い
し
、
掘
つ
て
も
大
し
た
考
古
学
的
資
料
は
出
て
来
な
い
、
少
な
く
と
も
私
は
発
掘
に
は
反
対
だ
」
と
の
談
話
を
載
せ
る
（
２６
）。
『
読
売
新
聞
』
同
年
四
月
二
十
九
日
付
（
第
一
面
）
は
「
編
集
手
帖
」
欄
で
こ
の
間
の
経
緯
を
論
評
す
る
。「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ラ
イ
シ
ヤ
ワ
ー
教
授
が
世
界
最
大
の
古
墳
仁
徳
陵
の
国
際
的
共
同
発
掘
を
提
案
し
て
来
た
。
二
つ
返
事
で
Ｏ
Ｋ
す
る
か
と
思
い
き
や
わ
が
考
古
学
界
は
こ
れ
に
対
す
る
賛
否
の
両
論
が
あ
る
と
い
う
」
と
の
書
き
出
し
で
発
掘
反
対
論
を
難
じ
「
仁
徳
陵
は
発
掘
す
べ
き
で
あ
る
。
学
者
の
良
心
と
、
科
学
者
の
真
理
探
究
の
神
聖
な
態
度
を
も
つ
て
発
掘
し
、
そ
こ
か
ら
古
代
日
本
の
文
化
の
ほ
ん
と
う
の
姿
を
掘
り
だ
す
べ
き
で
あ
る
」
等
と
し
、「
一
千
五
百
年
前
の
文
化
財
を
地
下
に
眠
ら
せ
て
お
く
こ
と
は
わ
が
国
考
古
学
界
の
昼
寝
を
イ
ミ
す
る
」
と
結
ぶ
。
『
読
売
新
聞
』
同
年
五
月
三
日
付
（
第
三
面
）
は
「
仁
徳
陵
発
掘
は
し
な
い
」
と
の
見
出
し
で
、
同
年
五
月
二
日
に
明
治
大
学
で
開
か
8
れ
た
「
古
墳
調
査
に
関
す
る
懇
談
会
」
で
の
東
京
大
学
飯
塚
、
江
上
両
教
授
、
明
治
大
学
後
藤
教
授
、
杉
原
助
教
授
、
渋
沢
敬
三
氏
、
言
語
学
者
江
実
氏
等
の
会
談
の
結
果
を
伝
え
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
日
本
考
古
学
協
会
と
し
て
は
仁
徳
陵
発
掘
は
計
画
し
て
い
な
い
が
御
陵
以
外
の
全
国
古
墳
発
掘
調
査
の
五
ヶ
年
計
画
が
あ
る
か
ら
日
本
古
代
文
化
研
究
に
対
す
る
協
力
援
助
を
期
待
す
る
む
ね
ラ
イ
シ
ヤ
ワ
ー
博
士
に
対
し
江
氏
を
通
し
て
回
答
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
」
と
い
う
。『読
売
新
聞
』
同
年
五
月
四
日
付
（
第
一
面
）
は
、「
気
流
」
欄
で
「
東
京
都
・
林
□
子
・
主
婦
」
の
投
書
を
載
せ
る
。「
仁
徳
陵
の
発
掘
と
科
学
精
神
」
と
の
見
出
し
で
「
仁
徳
陵
の
発
掘
に
対
し
て
権
威
あ
る
学
者
間
の
賛
否
両
論
あ
る
を
知
つ
て
、
私
は
不
思
議
に
た
え
な
か
つ
た
。
千
五
百
年
も
前
の
も
は
や
考
古
学
的
存
在
で
あ
る
皇
陵
を
発
掘
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
何
か
神
聖
な
も
の
を
侵
す
と
い
う
そ
う
し
た
感
じ
方
そ
の
も
の
が
、
ひ
ど
く
近
代
的
な
知
性
と
相
反
す
る
」
等
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
七
、「
一
部
新
聞
の
暴
論
」（『
神
社
新
報
』）
『
神
社
新
報
』
昭
和
二
十
四
年
五
月
二
日
付
（
第
三
面
）
の
「
米
考
古
学
者
の
発
掘
慾
／
仁
徳
天
皇
御
陵
に
着
目
／
国
民
感
情
を
ど
う
す
る
で
賛
否
両
論
」
と
の
見
出
し
の
記
事
は
、
六
、「
仁
徳
陵
を
発
掘
の
提
案
」（『
読
売
新
聞
』）
で
『
読
売
新
聞
』
同
年
四
月
二
十
七
日
付
の
記
事
の
内
容
を
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。
『
神
社
新
報
』
同
年
五
月
九
日
付
（
第
一
面
）
の
「
陵
墓
の
神
聖
を
護
ら
む
／
一
部
新
聞
の
暴
論
／
異
常
な
憤
激
を
呼
ぶ
／
各
方
面
の
駁
論
を
聞
く
」
と
の
見
出
し
の
記
事
は
、
明
大
教
授
後
藤
守
一
氏
「
誤
解
し
て
ゐ
る
読
売
紙
」、
神
社
本
庁
座
田
教
化
部
長
「
許
せ
ぬ
信
仰
蹂
躙
」、
国
大
図
書
館
佐
野
大
和
氏
「
今
更
ら
調
査
の
必
要
な
し
」、
神
道
文
化
会
木
下
専
務
理
事
「
学
べ
治
水
の
御
事
蹟
」、
文
部
省
人
文
科
学
局
「
誤
報
も
甚
だ
し
」
と
の
談
話
を
載
せ
る
。
こ
の
う
ち
後
藤
守
一
氏
の
「
誤
解
し
て
ゐ
る
読
売
紙
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
話
の
発
端
は
昨
年
ラ
イ
シ
ヤ
ワ
ー
氏
と
会
談
し
た
時
、
私
達
か
ら
「
今
迄
古
墳
に
対
す
る
行
過
ぎ
た
抑
制
が
あ
つ
た
ゝ
め
充
分
古
代
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
、
も
と
よ
り
祖
先
の
墓
を
あ
ば
く
こ
と
は
好
ま
し
く
は
な
い
が
学
者
が
集
ま
つ
て
慎
重
な
態
度
で
古
代
史
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
思
ふ
、
そ
れ
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
の
で
政
府
に
対
し
顧
問
団
か
ら
も
助
言
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
、
そ
の
時
も
御
陵
墓
は
も
と
よ
り
発
掘
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
が
出
、
こ
れ
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に
つ
い
て
は
父
君
の
時
代
か
ら
日
本
に
住
ま
れ
日
本
に
生
れ
、
日
本
史
の
講
義
を
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
受
け
持
ち
日
本
の
国
民
感
情
に
つ
い
て
も
良
く
理
解
し
て
ゐ
る
ラ
氏
は
よ
く
了
解
し
て
帰
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
ラ
氏
か
ら
最
近
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
と
い
ふ
の
も
未
だ
読
ん
で
は
ゐ
な
い
が
、
聞
く
所
に
よ
る
と
一
、
日
本
の
古
墳
発
掘
調
査
に
米
国
学
者
の
参
加
す
る
余
地
あ
り
や
二
、
出
土
品
の
ダ
ブ
つ
て
ゐ
る
も
の
は
そ
の
一
つ
を
米
国
に
貰
へ
る
か
こ
の
二
点
が
可
能
な
ら
発
掘
資
金
を
募
集
し
得
ら
れ
る
い
つ
た
意
味
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
決
し
て
読
売
紙
の
伝
へ
る
如
く
仁
徳
天
皇
御
陵
の
発
掘
を
提
案
慫
慂
し
て
来
た
も
の
で
は
な
い
、
仁
徳
天
皇
の
御
陵
発
掘
の
話
は
蘭
人
で
市
川
に
考
古
学
研
究
所
を
設
立
し
、
石
器
時
代
を
研
究
し
て
ゐ
る
ジ
エ
ラ
ー
ド
、
グ
ロ
ー
ド
と
い
ふ
人
が
私
に
相
談
し
て
来
た
こ
と
が
二
年
程
前
に
あ
り
、
こ
の
時
私
は
絶
対
に
不
賛
成
で
あ
る
、
日
本
の
法
律
で
は
所
有
者
が
あ
る
時
は
古
人
の
墓
を
掘
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
ゐ
る
と
答
へ
て
置
い
た
、
こ
の
話
が
ラ
氏
の
話
と
混
合
さ
れ
て
あ
の
記
事
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
（
２７
）
ま
た
、
同
じ
く
第
一
面
は
「
日
本
考
古
学
協
会
／
態
度
を
決
定
」
と
の
見
出
し
で
同
年
五
月
二
日
に
明
治
大
学
で
開
か
れ
た
「
日
本
考
古
学
協
会
委
員
会
」
の
結
果
を
伝
え
た
。
こ
れ
は
六
、「
仁
徳
陵
を
発
掘
の
提
案
」（『
読
売
新
聞
』）
で
み
た
『
読
売
新
聞
』
同
年
五
月
三
日
付
の
「
仁
徳
陵
発
掘
は
し
な
い
」
と
の
見
出
し
の
記
事
と
同
じ
会
議
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
が
、『
読
売
新
聞
』
の
い
う
「
古
墳
調
査
に
関
す
る
懇
談
会
」
を
『
神
社
新
報
』
は
「
日
本
考
古
学
協
会
委
員
会
」
と
し
、
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
も
「
ラ
博
士
が
仁
徳
陵
の
発
掘
を
提
案
し
た
こ
と
は
な
く
、
読
売
紙
の
誤
報
に
訂
正
方
を
申
入
れ
る
案
も
あ
つ
た
が
、
今
回
は
た
だ
ラ
博
士
の
日
本
文
化
へ
の
協
力
を
期
待
す
る
旨
の
回
答
に
止
め
」
た
と
す
る
。
『
神
社
新
報
』
は
、
本
稿
で
注
目
し
て
い
る
終
戦
直
後
に
限
っ
て
も
陵
墓
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
詳
細
に
報
じ
、
か
つ
、
独
自
の
立
脚
点
に
よ
る
論
調
を
展
開
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
八
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
抗
議
」（『
文
芸
春
秋
』）
『
文
芸
春
秋
』
昭
和
二
十
四
年
七
月
号
は
、
後
藤
守
一
「
仁
徳
陵
、
発
掘
す
る
べ
き
か
―
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
抗
議
―
―
」
を
載
せ
る
。
五
、“G
rave
of
E
m
peror
M
ay
B
e
E
xcavated”
で
み
た
『
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
』
同
年
三
月
三
十
一
日
付
の
記
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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私
は
そ
の
二
回
目
の
記
事
（
引
用
註
、『
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
』
同
年
三
月
三
十
一
日
付
の
記
事
）
を
読
ん
で
、
そ
れ
が
全
く
の
ま
ち
が
い
で
あ
る
と
思
つ
た
。
第
一
に
、
日
本
の
考
古
学
者
と
い
う
と
、
相
当
多
数
の
人
が
あ
る
し
群
少
の
な
か
に
は
、
仁
徳
陵
発
掘
す
べ
し
と
い
う
よ
う
な
聲
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
く
も
権
威
あ
る
学
者
の
間
に
は
、
そ
ん
な
馬
鹿
気
た
考
を
持
つ
て
ゐ
る
者
の
な
い
こ
と
は
十
分
に
承
知
し
て
い
る
し
、
ま
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
の
人
と
な
り
を
知
つ
て
い
る
私
と
し
て
は
、
博
士
に
も
そ
ん
な
計
画
を
持
つ
て
い
な
い
こ
と
を
確
信
を
以
て
断
言
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（
２８
）。
そ
し
て
後
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
も
い
う
。
し
か
し
こ
う
い
う
こ
と
は
あ
つ
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
た
ち
が
渡
日
さ
れ
、
各
分
科
の
人
文
科
学
の
学
者
た
ち
と
討
議
し
た
時
、
わ
れ
わ
れ
は
、
考
古
学
研
究
に
よ
つ
て
、
正
し
い
日
本
古
代
史
を
書
き
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
考
古
学
研
究
の
中
、
古
墳
文
化
の
究
明
が
一
番
お
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
宮
内
省
方
面
の
誤
つ
た
取
締
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
い
た
為
め
で
あ
る
が
、
今
後
は
そ
の
誤
つ
た
取
締
も
是
正
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
計
画
の
下
に
古
墳
発
掘
を
や
り
た
い
。
し
か
し
そ
れ
に
は
相
当
多
額
の
費
用
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
日
の
事
情
で
は
、
国
家
の
財
力
応
援
を
受
け
る
よ
り
外
に
途
は
な
い
と
思
う
か
ら
、
顧
問
団
で
こ
れ
を
御
賛
成
く
だ
さ
る
な
ら
ば
、
日
本
政
府
に
適
宜
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
入
れ
て
、
そ
の
快
諾
を
得
た
こ
と
が
あ
り
、
更
に
そ
の
顧
問
団
か
ら
の
勧
告
も
あ
つ
て
、
わ
が
考
古
学
研
究
の
長
期
計
画
の
一
と
し
て
古
墳
発
掘
を
全
国
の
学
者
が
手
分
け
を
し
て
や
る
こ
と
と
し
、
先
ず
そ
の
第
一
期
を
五
カ
年
と
定
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
を
た
て
た
の
で
あ
る
（
２９
）。
つ
ま
り
、『
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
』
も
『
読
売
新
聞
』
も
誤
報
で
あ
り
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
も
日
本
の
考
古
学
者
の
大
部
分
も
仁
徳
天
皇
陵
発
掘
な
ど
考
え
て
も
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
九
、「
上
代
古
墳
の
綜
合
研
究
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』）
『
日
本
考
古
学
年
報
』
１
（
昭
和
二
十
三
年
度
）（
昭
和
二
十
六
年
十
月
、
誠
文
堂
新
光
社
）
は
、「
第
一
部
研
究
の
趨
勢
」
藤
田
亮
策
（
３０
）
「
考
古
学
一
般
」
で
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
の
日
本
考
古
学
協
会
の
設
立
に
つ
い
て
述
べ
る
な
か
で
「（
略
）
登
呂
遺
跡
調
査
の
如
き
全
国
的
学
者
の
協
力
に
よ
つ
て
の
み
行
わ
れ
る
研
究
は
、
協
会
の
特
別
委
員
会
と
し
て
自
ら
こ
れ
に
当
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
も
全
国
的
に
協
力
研
究
を
必
要
と
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
11
ず
数
え
ら
れ
る
。
協
会
は
成
立
と
同
時
に
、
こ
れ
等
の
内
か
ら
古
墳
の
全
国
的
綜
合
研
究
、
縄
文
土
器
文
化
の
編
年
的
研
究
、
日
本
に
お
け
る
考
古
学
研
究
の
現
状
調
査
、
発
掘
な
ら
び
に
出
土
品
の
法
規
に
関
す
る
調
査
等
の
問
題
を
取
上
げ
、
こ
れ
を
協
会
の
事
業
と
し
て
達
成
す
る
目
的
の
た
め
に
、
３
つ
の
特
別
委
員
会
を
作
り
、
現
状
調
査
に
つ
い
て
は
全
委
員
の
責
任
と
し
、
ま
ず
昭
和
２３
年
年
報
編
纂
を
計
画
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
事
業
は
何
れ
も
多
額
の
研
究
費
を
必
要
と
す
る
の
で
、
昭
和
２４
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
を
申
請
す
る
こ
と
と
し
、
各
特
別
委
員
会
は
そ
の
準
備
を
進
め
た
（
３１
）」
と
し
、
日
本
考
古
学
協
会
の
事
業
と
し
て
「
古
墳
の
全
国
的
綜
合
研
究
」
を
昭
和
二
十
四
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
を
得
て
行
な
う
予
定
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、
同
研
究
を
担
当
す
る
「
上
代
古
墳
の
綜
合
的
研
究
特
別
委
員
会
」
は
、
梅
原
末
治
氏
（
委
員
長
）、
小
林
行
雄
氏
、
末
永
雅
雄
氏
、
斎
藤
忠
氏
か
ら
成
る
（
３２
）。
『
日
本
考
古
学
年
報
』
２
（
昭
和
二
十
四
年
度
）（
昭
和
二
十
九
年
四
月
、
誠
文
堂
新
光
社
）
は
、「
第
一
部
研
究
の
趨
勢
」
藤
田
亮
策
「
考
古
学
一
般
」
で
「
古
墳
綜
合
研
究
特
別
委
員
会
（
３３
）」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
古
墳
の
発
掘
調
査
が
、
各
地
で
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
全
国
の
古
墳
の
分
布
と
そ
の
地
方
的
特
質
、
な
ら
び
に
形
式
差
に
つ
い
て
は
、
十
分
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
ず
、
上
代
古
墳
の
築
造
年
代
に
つ
い
て
の
考
察
も
、
各
研
究
者
の
独
自
の
見
解
と
材
料
と
に
よ
る
も
の
で
、
科
学
的
研
究
の
面
か
ら
遺
憾
の
点
が
す
く
な
く
な
い
。
さ
て
、
梅
原
末
治
氏
を
主
班
と
す
る
全
国
的
綜
合
的
研
究
を
計
画
し
、
ま
ず
各
府
県
単
位
の
古
墳
分
布
調
査
と
主
要
古
墳
の
発
掘
調
査
を
目
標
と
し
、
と
く
に
畿
内
陵
墓
の
形
式
を
基
準
と
し
て
、
地
方
古
墳
の
性
質
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
力
す
る
こ
と
と
し
た
。
梅
原
末
治
氏
以
下
４
氏
の
特
別
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、「
上
代
古
墳
の
綜
合
的
研
究
」
な
る
研
究
題
目
で
、
科
学
研
究
費
を
申
請
し
た
結
果
、「
考
古
学
の
綜
合
研
究
」
の
班
研
究
の
一
と
し
て
、
７０
万
円
の
研
究
費
補
助
が
与
え
ら
れ
た
。
さ
て
１９
氏
の
研
究
分
担
に
よ
り
、
こ
の
困
難
の
問
題
に
取
り
組
み
、
各
分
担
研
究
者
は
さ
ら
に
数
人
ず
つ
の
地
方
在
住
者
の
助
力
を
得
て
、
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
古
墳
の
分
布
調
査
、
陵
墓
を
中
心
と
す
る
古
墳
群
の
基
礎
的
調
査
、
地
方
的
特
色
を
有
す
る
古
墳
の
発
掘
調
査
の
方
針
に
基
づ
く
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
分
布
調
査
が
初
年
度
の
基
本
と
な
る
も
の
で
、
分
布
に
は
カ
ー
ド
記
入
法
を
採
用
し
、
五
万
分
一
地
形
図
に
位
置
を
記
入
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
ま
と
め
、
着
手
し
易
い
地
方
か
ら
開
始
し
た
。
し
た
が
っ
て
畿
内
で
は
大
12
和
・
河
内
・
摂
津
・
山
城
、
山
陰
方
面
の
鳥
取
・
島
根
両
県
下
、
関
東
の
東
京
・
埼
玉
・
群
馬
等
に
、
分
布
調
査
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
畿
内
の
陵
墓
の
実
測
図
を
写
す
こ
と
を
宮
内
庁
か
ら
許
可
を
得
た
こ
と
も
、
古
墳
と
し
て
の
大
和
、
河
内
の
陵
墓
が
最
大
で
あ
り
、
も
っ
と
も
形
式
が
整
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
仁
徳
、
応
神
両
山
陵
の
構
造
、
な
ら
び
に
築
造
法
の
研
究
に
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
入
れ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
（
３４
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
研
究
は
全
国
の
古
墳
の
科
学
的
研
究
を
文
部
省
の
科
学
研
究
費
に
よ
っ
て
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
、
古
墳
に
は
陵
墓
も
含
む
。
し
か
も
、
研
究
の
目
標
は
「
各
府
県
単
位
の
古
墳
分
布
調
査
と
主
要
古
墳
の
発
掘
調
査
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
と
く
に
畿
内
陵
墓
の
形
式
を
基
準
と
し
て
、
地
方
古
墳
の
性
質
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
力
す
る
」
と
い
う
の
を
み
れ
ば
、
陵
墓
が
こ
の
研
究
の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
主
要
古
墳
の
発
掘
調
査
」
に
陵
墓
の
発
掘
調
査
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
明
確
で
な
い
が
、「
畿
内
の
陵
墓
の
実
測
図
を
写
す
こ
と
を
宮
内
庁
か
ら
許
可
を
得
た
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
陵
墓
に
つ
い
て
は
「
実
測
図
」
に
よ
る
研
究
を
指
向
し
て
い
た
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
右
の
引
用
に
み
え
る
「
１９
氏
の
研
究
分
担
」
と
い
う
の
は
、
梅
原
末
治
・
榧
本
亀
次
郎
・
小
野
勝
年
・
小
林
行
雄
・
森
貞
次
郎
・
鏡
山
猛
・
末
永
雅
雄
・
水
野
清
一
・
七
田
忠
志
・
後
藤
守
一
・
斎
藤
忠
・
大
場
磐
雄
・
駒
井
和
愛
・
清
水
潤
三
・
関
野
克
・
和
田
軍
一
・
土
井
弘
・
黒
板
昌
夫
・
有
光
教
一
の
各
氏
で
あ
る
（
３５
）。
『
日
本
考
古
学
年
報
』
３
（
昭
和
二
十
五
年
度
）（
昭
和
三
十
年
四
月
、
誠
文
堂
新
光
社
）
は
、「
第
一
部
研
究
の
趨
勢
」
藤
田
亮
策
「
考
古
学
一
般
」
で
昭
和
二
十
五
年
度
に
も
「
上
代
古
墳
の
総
合
的
研
究
」
と
し
て
「
京
都
大
梅
原
末
治
」
外
六
名
に
よ
る
各
個
研
究
に
科
学
研
究
費
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
（
３６
）つ
つ
、
同
研
究
を
担
当
す
る
古
墳
綜
合
研
究
特
別
委
員
会
（
３７
）に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
古
墳
の
綜
合
研
究
の
う
ち
、
古
墳
分
布
調
査
は
前
年
度
に
引
続
き
、
滋
賀
・
福
井
・
山
口
・
鳥
取
・
三
重
・
神
奈
川
等
の
各
県
下
に
わ
た
り
、
古
墳
カ
ー
ド
と
分
布
図
作
製
の
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
近
畿
の
陵
墓
を
含
む
古
墳
群
の
調
査
と
し
て
は
、
仁
徳
・
応
神
両
天
皇
陵
の
建
築
、
土
木
上
の
研
究
が
開
始
さ
れ
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
高
橋
逸
夫
氏
の
協
力
に
よ
り
、
興
味
あ
る
実
績
が
示
さ
れ
た
。
特
殊
調
査
と
し
て
は
、
筑
前
糸
島
郡
一
貴
山
銚
子
塚
の
発
掘
が
、
小
林
行
雄
氏
の
主
任
の
下
に
お
こ
な
わ
れ
、
構
造
の
特
異
性
と
と
も
に
鏡
鑑
等
の
多
数
が
発
見
さ
れ
、
注
目
す
べ
き
結
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
を
う
け
る
に
当
り
、
各
13
個
研
究
と
し
て
申
請
し
た
た
め
に
、
比
較
的
少
額
の
研
究
費
を
支
給
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
好
結
果
を
あ
げ
た
こ
と
は
慶
ば
し
い
（
３８
）。
『
日
本
考
古
学
年
報
』
４
（
昭
和
二
十
六
年
度
）（
昭
和
三
十
年
十
二
月
、
誠
文
堂
新
光
社
）
は
、「
第
一
部
研
究
の
趨
勢
」
藤
田
亮
策
「
考
古
学
一
般
」
で
昭
和
二
十
六
年
度
に
も
「
上
代
古
墳
の
綜
合
的
研
究
」（
代
表
梅
原
末
治
氏
）
と
し
て
三
十
五
万
円
の
科
学
研
究
費
（
総
合
研
究
）
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
同
研
究
を
担
当
す
る
「
古
墳
綜
合
研
究
特
別
委
員
会
（
古
墳
委
）」
の
構
成
が
、
梅
原
末
治
氏
（
委
員
長
）、
藤
田
亮
策
氏
、
末
永
雅
雄
氏
、
斎
藤
忠
氏
、
小
林
行
雄
氏
（
３９
）で
あ
る
こ
と
を
記
す
と
と
も
に
、
同
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
上
代
古
墳
の
綜
合
的
研
究
の
研
究
題
目
を
も
っ
て
、
科
学
研
究
費
総
合
研
究
と
し
て
３５
万
円
の
交
附
金
を
う
け
、
各
分
担
研
究
の
う
ち
に
、
と
く
に
、
徳
島
・
香
川
・
和
歌
山
・
岐
阜
・
愛
知
・
大
分
・
長
崎
の
７
県
の
古
墳
分
布
調
査
を
実
施
し
た
。
昭
和
２４
年
以
来
の
古
墳
の
総
合
的
研
究
は
、
東
海
以
西
が
ほ
ぼ
見
当
が
つ
き
、
分
布
カ
ー
ド
と
分
布
図
も
で
き
た
が
、
経
費
の
関
係
上
不
十
分
の
も
の
あ
り
、
関
東
地
方
は
ほ
と
ん
ど
着
手
し
た
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
２６
年
度
の
研
究
分
担
者
と
協
力
研
究
者
を
下
に
列
記
す
る
。
古
墳
分
布
の
総
合
的
研
究
梅
原
末
治
古
墳
群
と
し
て
の
陵
墓
調
査
小
林
行
雄
関
東
東
海
地
方
古
墳
分
布
後
藤
守
一
岐
阜
県
下
古
墳
分
布
阿
部
栄
之
助
愛
知
県
下
〃
澄
田
正
一
近
畿
地
方
の
古
墳
分
布
末
永
雅
雄
四
国
中
国
の
古
墳
分
布
樋
口
隆
康
徳
島
県
〃
沖
野
舜
一
香
川
県
〃
福
家
惣
衛
九
州
地
方
の
〃
藤
田
亮
策
大
分
県
古
墳
分
布
賀
川
光
夫
長
崎
県
〃
七
田
忠
志
（
４０
）
陵
墓
に
つ
い
て
は
地
域
別
と
せ
ず
「
古
墳
群
と
し
て
の
陵
墓
調
査
」
と
し
て
別
立
て
に
な
っ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
十
、「
立
入
り
調
査
」「
條
件
を
附
し
て
承
認
」
日
本
考
古
学
協
会
を
め
ぐ
る
こ
の
問
題
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
右
に
み
た
『
日
本
考
古
学
年
報
』
の
他
、『
書
陵
部
紀
要
』
第
一
号
（
昭
和
二
十
六
年
三
月
、
宮
内
庁
書
陵
部
）
の
「
書
陵
部
官
制
の
変
14
遷
」（
小
川
省
三
記
）
の
次
の
記
述
は
重
要
で
あ
る
。
昭
和
二
十
四
年
八
月
日
本
考
古
学
協
会
が
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
り
古
墳
の
全
国
的
綜
合
研
究
調
査
を
行
ふ
に
当
り
陵
墓
も
そ
の
一
環
に
加
へ
た
い
旨
の
願
出
が
あ
り
、
一
切
現
状
に
変
化
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
ふ
條
件
で
こ
れ
を
許
可
し
た
こ
と
も
あ
る
（
４１
）。
さ
ら
に
、
小
林
行
雄
「
円
山
陵
墓
参
考
地
・
入
道
塚
陵
墓
参
考
地
調
査
報
告
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
五
十
三
号
〔
平
成
十
四
年
三
月
、
宮
内
庁
書
陵
部
〕）
は
、
小
林
氏
が
、
昭
和
二
十
六
年
に
円
山
陵
墓
参
考
地
を
、
昭
和
三
十
三
年
に
入
道
塚
陵
墓
参
考
地
を
調
査
し
た
際
の
報
告
で
あ
る
が
、
平
成
元
年
二
月
二
日
の
小
林
行
雄
氏
の
逝
去
の
後
に
坪
井
清
足
氏
に
よ
る
編
集
・
原
稿
執
筆
を
経
て
『
書
陵
部
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
４２
）。
そ
の
坪
井
清
足
氏
に
よ
る
「
は
し
が
き
」
に
は
「
調
査
の
発
端
か
ら
こ
の
報
告
刊
行
に
至
る
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
新
た
に
稿
を
起
こ
し
（
４３
）」
た
「
略
年
譜
」
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
２４
年
８
月
１２
日
、
日
本
考
古
学
協
会
委
員
長
（
藤
田
亮
策
）、
古
墳
墓
の
全
国
的
総
合
的
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
陵
墓
へ
の
立
入
り
調
査
を
願
出
る
。
同
月
３０
日
、
条
件
を
附
し
て
承
認
さ
れ
る
（
４４
）。
十
一
、「
帝
陵
を
あ
ば
く
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
」（『
毎
日
新
聞
』）
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
二
十
四
年
九
月
八
日
付
（
第
二
面
）
は
「
秘
め
ら
れ
た
御
陵
を
探
る
／
日
本
歴
史
の
源
を
究
明
／
日
本
考
古
学
協
会
今
秋
か
ら
外
郭
調
査
」
と
の
見
出
し
で
、
右
に
み
た
「
立
入
り
調
査
」
に
つ
い
て
報
じ
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
発
掘
を
行
わ
ず
外
部
の
輪
郭
及
び
構
造
か
ら
時
代
史
的
考
察
を
な
し
大
陸
と
の
関
連
を
究
明
し
、
日
本
国
形
成
の
カ
ギ
を
見
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
、
日
本
考
古
学
協
会
が
昨
年
十
一
月
上
代
古
墳
綜
合
的
研
究
特
別
調
査
委
員
会
を
設
置
、
京
大
梅
原
教
授
が
委
員
長
と
な
り
小
林
講
師
（
京
大
）
末
永
龍
大
教
授
、
文
部
省
斎
藤
忠
氏
の
各
委
員
が
実
行
方
法
を
研
究
、
本
年
五
月
の
考
古
学
総
会
で
古
墳
研
究
に
御
陵
を
含
む
か
否
か
に
つ
き
最
後
的
検
討
を
行
い
、
御
陵
を
調
査
範
囲
に
含
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
意
見
一
致
、
そ
の
後
宮
内
庁
、
文
部
省
と
折
衝
の
結
果
こ
の
ほ
ど
漸
く
実
現
の
運
び
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
の
調
査
に
対
し
文
部
省
で
は
科
学
研
究
費
七
十
万
円
を
支
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
い
る
の
で
、
考
古
学
協
会
で
は
十
日
午
後
一
時
か
ら
東
大
考
古
学
教
室
で
古
墳
調
査
特
別
委
員
会
を
開
15
き
、
御
陵
調
査
の
実
行
方
法
を
検
討
、
そ
の
結
果
を
も
つ
て
更
に
京
大
考
古
学
教
室
で
委
員
会
を
再
開
、
調
査
御
陵
を
決
定
、
直
ち
に
開
始
す
る
。
こ
れ
に
続
け
て
、「
奈
良
西
郊
の
御
陵
群
か
ら
着
手
／
京
大
梅
原
教
授
談
」
と
の
見
出
し
で
、
梅
原
末
治
氏
の
談
話
を
載
せ
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
マ
マ
）
歴
代
御
陵
の
調
査
は
日
本
考
古
学
会
古
墳
墓
小
委
員
会
の
古
墳
墓
調
査
五
ヵ
年
計
画
の
一
環
と
し
て
宮
内
庁
に
許
可
を
申
請
中
で
あ
つ
た
、
御
陵
は
従
来
絶
対
近
づ
け
な
い
神
域
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
許
可
で
初
め
て
学
界
に
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
御
陵
内
部
は
同
時
代
の
他
の
墳
墓
か
ら
究
明
出
来
る
し
、
ど
こ
の
国
で
も
帝
陵
を
あ
ば
く
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
強
い
て
そ
の
必
要
も
な
い
、
今
回
の
御
陵
調
査
は
畿
内
（
近
畿
）
の
も
の
を
中
心
に
草
枯
れ
を
待
つ
て
十
一
、
二
月
ご
ろ
始
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
ま
だ
委
員
会
に
諮
つ
て
い
な
い
が
、
ま
ず
奈
良
市
西
郊
の
御
陵
群
（
神
功
皇
后
、
成
務
天
皇
、
日
葉
酢
媛
、
磐
之
媛
、
オ
オ
ナ
ベ
、
コ
ナ
ベ
各
陵
）
か
ら
着
手
し
た
い
と
思
つ
て
い
る
。
畝
傍
在
住
の
陵
墓
監
山
崎
鉄
丸
氏
を
加
え
専
門
家
立
会
で
や
る
こ
と
に
な
る
（
京
都
発
）
「
御
陵
内
部
は
同
時
代
の
他
の
墳
墓
か
ら
究
明
出
来
る
」「
ど
の
国
で
も
帝
陵
を
あ
ば
く
と
い
う
事
は
考
え
ら
れ
ず
、
強
い
て
そ
の
必
要
も
な
い
」
と
あ
る
の
を
み
れ
ば
、
発
掘
を
全
く
考
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
留
意
す
べ
き
こ
と
は
「
畝
傍
陵
墓
監
山
崎
鉄
丸
氏
を
加
え
」
と
あ
る
よ
う
に
、
調
査
へ
の
「
陵
墓
監
」
の
参
加
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
同
記
事
は
左
の
通
り
の
宮
内
庁
の
談
話
を
載
せ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
本
郷
庶
務
課
長
談
考
古
学
会
で
御
陵
を
外
面
的
な
構
造
上
か
ら
調
査
し
た
い
と
い
う
申
入
れ
が
あ
つ
た
の
を
許
可
し
た
も
の
で
御
陵
を
発
掘
す
る
こ
と
で
は
な
い
、
宮
内
庁
で
以
前
調
査
し
た
記
録
も
あ
る
が
、
学
問
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
今
度
の
調
査
で
立
派
な
資
料
の
得
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
れ
を
見
る
限
り
、
日
本
考
古
学
協
会
に
よ
る
立
ち
入
り
調
査
に
は
宮
内
庁
も
協
力
的
で
期
待
も
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
二
十
五
年
三
月
二
十
八
日
付
（
第
三
面
）
は
、
「
世
界
最
大
の
墳
墓
／
応
神
陵
初
の
空
中
写
真
」
の
見
出
し
の
記
事
と
写
真
「
米
軍
提
供
の
応
神
陵
」
を
掲
載
し
た
。
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
16
【
大
阪
発
】
京
大
梅
原
末
治
博
士
の
発
表
で

世
界
最
大
の
墳
墓

と
折
紙
を
つ
け
ら
れ
た
大
阪
府
南
河
内
郡
の
応
神
陵

恵
我
藻
伏
岡
陵

は
日
本
考
古
学
協
会
古
墳
特
別
委
員
会
に
よ
つ
て
逐
次
解
明
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
初
の
空
中
撮
影
写
真
が
米
空
軍
の
好
意
に
よ
り
本
社
に
提
供
さ
れ
た
。
応
神
陵
は
京
大
名
誉
教
授
高
橋
逸
夫
氏
の
報
告
に
よ
る
と
前
方
後
円
形
で
長
さ
四
百
十
六
㍍
、
前
方
部
の
幅
三
百
㍍
、
後
円
の
直
径
二
百
五
十
六
㍍
、
同
高
さ
卅
六
㍍
で
、
堆
積
（
土
量
）
百
四
十
三
万
三
千
九
百
六
十
立
方
㍍
、
底
面
積
十
万
九
千
四
百
卅
五
平
方
㍍
で
エ
ジ
プ
ト
・
ギ
ゼ
ー
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、
こ
の
製
造
に
要
し
た
人
員
は
土
盛
り
だ
け
で
延
べ
百
四
十
三
万
四
千
人
、
さ
ら
に
葺
石
の
運
搬
、
土
堤
、
墳
丘
上
の
数
万
本
の
円
筒
ハ
ニ
ワ
の
製
作
な
ど
を
入
れ
る
と
二
百
万
を
下
る
ま
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
京
大
梅
原
末
治
博
士
の
発
表
」
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
主
旨
と
し
て
は
十
二
、「
自
由
に
除
い
て
調
査
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
現
在
」（『
書
陵
部
紀
要
』）
で
み
る
梅
原
末
治
「
応
神
・
仁
徳
・
履
中
三
天
皇
陵
の
規
模
と
営
造
」
と
同
じ
で
あ
る
。
十
二
、「
自
由
に
除
い
て
調
査
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
現
在
」（『
書
陵
部
紀
要
』）
『
書
陵
部
紀
要
』
第
五
号
（
昭
和
三
十
年
三
月
、
宮
内
庁
書
陵
部
）
は
、
梅
原
末
治
「
応
神
・
仁
徳
・
履
中
三
天
皇
陵
の
規
模
と
営
造
」
を
載
せ
る
。
こ
れ
は
梅
原
末
治
氏
に
よ
る
論
文
で
は
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
右
に
み
た
日
本
考
古
学
協
会
古
墳
綜
合
研
究
特
別
委
員
会
が
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
「
上
代
古
墳
の
綜
合
的
研
究
」
の
成
果
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
梅
原
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
然
る
に
太
平
洋
戦
の
敗
北
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
、
此
の
種
の
調
査
に
就
い
て
の
途
が
開
か
れ
た
。
依
っ
て
新
た
に
結
成
し
た
日
本
考
古
学
協
会
の
古
墳
委
員
会
で
は
、
日
本
学
術
研
究
会
議
の
科
学
研
究
費
の
助
成
に
基
く
調
査
研
究
を
は
じ
め
る
に
当
り
、
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
基
本
的
な
調
査
を
行
ふ
こ
と
を
企
画
し
た
。
幸
に
も
そ
れ
に
就
い
て
、
陵
域
を
管
理
せ
ら
れ
て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
の
当
局
か
ら
は
、
基
準
と
な
る
正
確
な
実
測
図
を
提
供
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
部
分
的
な
外
面
調
査
を
も
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
前
者
か
ら
す
る
容
積
の
検
出
に
就
い
て
、
京
都
大
学
工
学
部
の
高
橋
逸
夫
教
授
に
専
門
の
立
場
か
ら
す
る
協
力
を
求
め
て
一
九
四
九
年
度
か
ら
調
査
に
従
事
し
、
二
年
間
17
で
ほ
ぼ
満
足
す
べ
き
結
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
か
く
て
平
面
形
の
上
で
は
仁
徳
天
皇
陵
の
最
も
大
き
い
こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
陵
そ
の
も
の
の
容
積
に
於
い
て
応
神
天
皇
陵
が
首
位
を
占
め
る
事
実
が
確
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
こ
に
調
査
の
責
任
者
と
し
て
此
の
報
告
書
を
公
に
す
る
に
当
っ
て
、
以
上
の
点
を
記
し
て
先
づ
負
ふ
所
を
明
に
す
る
と
共
に
、
協
力
者
た
る
高
橋
教
授
な
り
、
な
お
葺
石
の
石
質
の
鑑
定
に
就
い
て
の
京
都
大
学
理
学
部
松
下
進
教
授
の
教
示
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
（
４５
）。
次
い
で
同
論
文
は
、
仁
徳
天
皇
陵
・
応
神
天
皇
陵
・
履
中
天
皇
陵
の
順
で
各
天
皇
陵
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
中
で
、
陵
墓
の
内
部
で
実
地
に
観
察
し
た
内
容
を
述
べ
た
部
分
は
右
の
通
り
で
あ
る
。
〔
仁
徳
天
皇
陵
〕
①
然
る
に
此
の
（
引
用
註
、
埴
輪
の
）
円
筒
列
は
、
現
状
で
は
囲
繞
し
て
ゐ
る
工
合
を
確
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
墳
丘
に
あ
っ
て
は
破
片
の
散
在
状
態
、
殊
に
前
方
部
の
そ
れ
か
ら
単
に
推
測
を
加
へ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
ほ
ぼ
動
か
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
下
方
の
第
一
第
二
の
両
段
の
傾
斜
面
に
接
し
て
樹
て
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
外
、
な
ほ
墳
丘
の
根
廻
り
に
も
存
し
た
ら
う
こ
と
を
想
察
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
（
４６
）。
②
墳
丘
と
違
っ
て
一
部
分
で
は
あ
る
が
囲
繞
の
実
際
の
分
る
の
は
中
堤
の
円
筒
列
で
あ
る
。
現
在
明
に
そ
れ
の
認
め
ら
れ
る
の
は
、
後
円
の
東
側
に
当
る
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
幅
広
い
中
堤
の
内
側
の
傾
斜
面
に
近
く
、
施
さ
れ
た
葺
石
の
上
縁
に
接
し
て
円
筒
が
輪
を
並
べ
た
や
う
に
約
二
寸
の
間
隔
で
埋
れ
て
あ
る
。
従
っ
て
円
筒
列
が
こ
の
部
分
に
繞
ら
さ
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
円
筒
は
径
凡
そ
一
尺
三
寸
厚
さ
五
分
の
か
た
く
焼
締
っ
た
も
の
で
あ
る
。
中
堤
の
外
側
で
は
な
ほ
、
右
の
や
う
な
確
か
に
囲
繞
し
て
ゐ
る
工
合
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
守
陵
の
人
達
の
所
見
で
は
、
清
掃
に
当
っ
て
、
円
筒
片
が
よ
く
注
意
に
上
っ
て
、
そ
こ
に
も
繞
ら
さ
れ
た
こ
と
が
推
さ
れ
る
と
云
ひ
、
更
に
往
年
最
も
外
の
濠
の
修
築
の
際
、
第
二
の
濠
の
外
の
土
堤
で
も
、
北
半
で
円
筒
列
の
遺
存
が
確
認
せ
ら
れ
た
と
の
事
で
あ
る
（
４７
）。
〔
応
神
天
皇
陵
〕
③
こ
の
陵
で
も
墳
丘
の
表
面
に
葺
石
が
施
さ
れ
、
ま
た
埴
輪
円
筒
を
繞
ら
し
て
、
後
者
が
外
堤
に
及
ん
で
ゐ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
の
う
ち
で
、
葺
石
の
方
は
施
さ
れ
た
の
は
段
築
の
傾
斜
し
た
面
に
限
ら
れ
て
、
各
段
の
上
の
平
な
部
分
に
は
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
仁
徳
天
皇
陵
の
場
合
と
違
っ
て
、
土
砂
の
流
失
に
対
す
る
実
際
上
の
設
備
た
る
こ
と
を
思
は
し
め
る
も
の
が
18
あ
る
。
葺
石
は
拳
大
よ
り
も
や
や
小
さ
な
川
石
を
密
に
一
尺
位
の
厚
さ
に
敷
き
固
め
て
あ
る
や
う
で
、
今
も
可
な
り
原
形
を
の
こ
し
て
ゐ
る
。
埴
輪
円
筒
列
の
囲
繞
は
、
も
と
上
面
に
露
出
し
た
部
分
は
す
べ
て
失
は
れ
た
上
、
土
中
に
樹
て
ら
れ
て
残
存
す
る
部
分
も
、
腐
植
土
が
そ
れ
を
覆
う
て
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
等
を
自
由
に
除
い
て
調
査
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
現
在
で
は
、
単
に
到
る
所
に
見
受
け
ら
れ
る
破
片
か
ら
、
墳
丘
を
何
重
か
に
繞
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
推
し
得
る
に
と
ど
ま
る
。
た
だ
此
の
場
合
、
高
い
主
丘
上
の
平
坦
な
部
分
の
縁
に
近
く
、
前
方
丘
上
の
東
側
で
、
葺
石
の
上
限
に
接
し
て
、
円
筒
の
破
片
の
多
い
こ
と
は
、
其
の
囲
繞
し
た
部
位
を
示
唆
す
る
も
き
ぬ
が
さ
の
と
し
て
記
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
の
部
分
に
は
ま
た
蓋
形
埴
輪
の
破
片
を
見
受
け
る
。
別
に
同
じ
附
近
か
ら
見
出
さ
れ
た
と
云
ふ
楯
や
蓋
形
な
ど
の
象
形
埴
輪
片
の
相
当
な
分
量
が
、
御
陵
の
監
視
所
に
保
存
さ
れ
て
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
埴
輪
の
も
と
前
方
部
に
樹
て
ら
れ
た
こ
と
を
も
推
さ
し
め
る
も
の
が
あ
る
（
４８
）。
④
こ
れ
（
引
用
註
、
前
方
部
）
に
較
べ
る
と
外
堤
の
場
合
は
、
い
ま
な
ほ
所
々
の
地
表
面
に
埴
輪
円
筒
が
恰
も
輪
の
や
う
に
上
面
を
露
出
し
て
ゐ
て
、
囲
繞
の
実
際
が
認
め
ら
れ
る
。
尤
も
そ
の
露
は
れ
て
ゐ
る
の
は
部
分
的
で
、
す
べ
て
に
亙
っ
て
ゐ
な
い
の
で
全
貌
を
確
め
る
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
併
し
認
め
得
た
左
右
両
面
側
で
の
所
見
か
ら
す
る
と
、
上
面
の
平
な
幅
広
い
堤
上
の
両
側
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ゆ
る
い
傾
斜
面
に
つ
づ
く
位
置
に
樹
て
ら
れ
て
ゐ
て
、
円
筒
相
互
は
密
接
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
各
円
筒
は
、
現
存
す
る
も
と
の
下
辺
に
近
い
所
の
径
一
尺
一
、
二
寸
の
間
の
も
の
を
主
と
し
て
、
別
に
所
々
に
径
一
尺
八
寸
内
外
の
大
き
い
も
の
を
配
し
て
あ
る
。
尤
も
両
者
が
数
の
上
で
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
は
、
或
部
分
で
は
普
通
の
円
筒
二
つ
を
挟
ん
で
大
き
な
円
筒
が
あ
る
の
に
対
し
、
他
で
は
、
普
通
の
円
筒
が
数
多
く
並
ん
で
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
が
確
め
ら
れ
な
い
。
外
堤
で
は
右
の
円
筒
列
二
匝
の
外
、
現
在
形
象
埴
輪
の
有
無
な
ど
明
で
な
い
が
、
周
濠
か
ら
水
鳥
や
蓋
埴
輪
が
出
土
し
て
居
る
に
加
へ
て
、『
日
本
書
紀
』
の
雄
略
天
皇
九
年
の
条
に
録
し
た
田
辺
史
伯
孫
の
説
話
か
ら
す
る
と
、
埴
輪
馬
は
じ
め
其
他
が
そ
の
間
に
樹
て
ら
れ
て
あ
っ
た
こ
と
、
往
年
調
査
の
行
は
れ
た
上
野
国
群
馬
郡
上
郊
村
大
字
保
渡
田
八
幡
塚
古
墳
に
於
け
る
と
同
様
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
見
て
来
る
と
本
陵
の
原
形
た
る
や
、
現
在
松
柏
で
覆
は
れ
た
も
の
と
頗
る
様
子
の
違
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
４９
）。
い
ず
れ
も
実
際
に
墳
丘
に
立
ち
入
っ
て
の
観
察
に
基
づ
い
て
著
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
②
に
み
え
る
「
守
陵
の
人
達
19
の
所
見
」
以
下
や
、
③
に
み
え
る
「
御
陵
の
監
視
所
に
保
存
」
さ
れ
て
い
る
「
象
形
埴
輪
」
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
宮
内
庁
の
側
と
の
連
絡
も
観
察
の
現
場
で
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
③
の
埴
輪
円
筒
列
の
囲
繞
に
つ
い
て
の
説
明
に
「
土
中
に
樹
て
ら
れ
残
存
す
る
部
分
も
、
腐
植
土
が
そ
れ
を
覆
う
て
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
等
を
自
由
に
除
い
て
調
査
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
現
在
」
と
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
十
、「
立
入
り
調
査
」「
條
件
を
附
し
て
承
認
」
で
み
た
「
一
切
現
状
に
変
化
を
及
ぼ
さ
な
い
條
件
で
」
と
い
う
立
ち
入
り
の
「
許
可
」
の
具
体
的
な
様
子
が
こ
こ
に
明
確
で
あ
る
。
十
三
、「
石
室
実
測
」（
円
山
陵
墓
参
考
地
）
十
、「
立
入
り
調
査
」「
條
件
を
附
し
て
承
認
」
で
み
た
小
林
行
雄
「
円
山
陵
墓
参
考
地
・
入
道
塚
陵
墓
参
考
地
調
査
報
告
」
の
坪
井
清
足
氏
に
よ
る
「
は
し
が
き
」
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
の
円
山
陵
墓
参
考
地
の
調
査
に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。
昭
和
２６
年
３
月
７
日
、
同
協
会
（
引
用
註
、
日
本
考
古
学
協
会
）
古
墳
綜
合
研
究
特
別
委
員
会
委
員
長
梅
原
末
治
京
都
大
学
教
授
、
先
に
承
認
さ
れ
た
陵
墓
立
入
調
査
の
一
環
と
し
て
円
山
陵
墓
参
考
地
お
よ
び
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
の
実
測
調
査
を
願
出
、
同
月
２４
日
、
許
可
さ
れ
る
。
昭
和
２６
年
４
月
１４
日
、
円
山
陵
墓
参
考
地
の
調
査
に
着
手
し
、
同
月
２８
日
、
終
了
す
る
。
調
査
主
任：
小
林
行
雄
。
調
査
参
加
者：
坪
井
清
足
、
樋
口
隆
康
、
横
山
浩
一
、
藤
沢
長
治
、
原
口
正
三
、
林
巳
奈
夫
、（
京
都
大
学
文
学
部
写
真
技
官
）
高
橋

之
介
第
１
日
（
４.
１４
）
石
室
の
現
状
は
、
羨
道
の
入
口
に
近
い
天
井
石
が
前
方
に
落
下
し
て
出
入
口
が
で
き
て
い
る
ほ
か
に
、
玄
室
内
の
天
井
石
の
１
個
が
落
下
し
、
墳
頂
に
孔
が
あ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
内
部
の
清
掃
は
、
羨
道
と
玄
室
と
２
班
に
分
け
て
着
手
し
た
。
第
２
日
羨
道
除
土
。
第
３
日
玄
室
を
前
部
と
後
部
に
わ
け
て
除
土
。
前
部
に
石
棺
蓋
半
折
し
て
倒
転
せ
る
を
見
い
だ
す
。
羨
道
部
に
も
破
片
あ
り
。
第
４
日
棺
蓋
の
幅
１.
２
ｍ
、
一
部
に
丹
付
着
せ
り
。
羨
道
奥
よ
り
環
頭
大
刀
把
頭
出
土
。
他
に
刀
剣
装
具
ら
し
き
金
具
を
検
出
。
第
５
日
玄
室
前
部
の
棺
蓋
に
属
す
る
破
片
が
羨
道
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
羨
道
底
面
に
・
瓶
子
・
蓋
な
ど
の
須
恵
器
あ
り
。
玄
室
奥
部
に
て
も
べ
つ
の
石
棺
蓋
を
検
出
す
。
第
６
日
玄
室
除
土
を
つ
づ
く
。
第
７
日
玄
室
奥
部
石
棺
の
底
石
を
検
出
。
羨
道
部
に
て
羨
門
封
鎖
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装
置
の
石
積
を
調
査
、
そ
の
上
部
よ
り
金
銅
雲
珠
１
個
を
検
出
。
第
８
日
玄
室
清
掃
。
棺
側
に
鉄
鏃
若
干
あ
り
。
羨
門
部
に
て
雲
珠
さ
ら
に
１
個
を
検
出
。
鉄
槍
１
片
あ
り
。
第
９
日
石
室
実
測
。
第
１０
日
環
頭
、
金
環
２
個
採
集
。
石
室
実
測
。
第
１１
日
石
室
実
測
。
羨
道
奥
に
前
方
棺
の
底
石
あ
る
を
確
認
せ
る
も
、
落
下
せ
る
天
井
石
の
下
に
あ
る
た
め
調
査
す
る
を
え
ず
。
第
１２
日
玄
室
奥
の
石
棺
蓋
を
底
石
上
に
安
置
。
前
の
石
棺
蓋
を
羨
道
奥
に
搬
入
し
、
破
片
を
接
合
し
て
置
く
。
第
１３
日
・
第
１４
日
実
測
。
第
１５
日
埋
戻
（
５０
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
円
山
陵
墓
参
考
地
の
調
査
は
、「
先
に
承
認
さ
れ
た
陵
墓
立
入
調
査
の
一
環
」
と
は
い
っ
て
も
、
十
二
、「
自
由
に
除
い
て
調
査
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
現
在
」（『
書
陵
部
紀
要
』）
で
み
た
仁
徳
天
皇
陵
・
応
神
天
皇
陵
の
場
合
と
は
お
よ
そ
趣
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
仁
徳
天
皇
陵
・
応
神
天
皇
陵
で
は
土
中
の
埴
輪
を
観
察
す
る
た
め
に
腐
蝕
土
を
「
自
由
に
除
い
て
調
査
す
る
こ
と
」
す
ら
「
不
可
能
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
円
山
陵
墓
参
考
地
で
は
石
室
内
部
が
清
掃
・
実
測
さ
れ
石
棺
や
副
葬
品
ま
で
も
が
直
接
観
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
一
切
現
状
に
変
化
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
ふ
條
件
で
こ
れ
を
許
可
し
た
」
と
い
う
の
と
全
く
矛
盾
す
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
に
つ
い
て
は
、
坪
井
氏
に
よ
る
「
は
し
が
き
」
の
右
の
引
用
の
後
に
次
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。
昭
和
３３
年
３
月
２８
日
、
こ
れ
よ
り
先
、
小
林
氏
、
陵
墓
参
考
地
調
査
（
６
カ
年
計
画
）
の
一
環
と
し
て
、
調
査
要
目
（
墳
丘
及
び
内
部
主
体
の
実
測
、
立
地
、
時
代
な
ど
）
を
付
し
て
円
山
・
入
道
塚
両
陵
墓
参
考
地
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
日
、
調
査
費
配
布
の
通
知
を
受
け
る
。
但
し
、
円
山
陵
墓
参
考
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
２６
年
の
調
査
成
果
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
５１
）。
つ
ま
り
円
山
陵
墓
参
考
地
の
調
査
は
、
日
本
考
古
学
協
会
が
宮
内
庁
に
立
ち
入
り
を
願
い
出
た
上
で
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
後
に
宮
内
庁
に
よ
る
陵
墓
参
考
地
調
査
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
入
道
塚
陵
墓
参
考
地
の
調
査
は
昭
和
三
十
三
年
度
五
〜
六
月
に
実
施
さ
れ
、
石
室
内
部
が
清
掃
さ
れ
、
石
棺
・
副
葬
品
が
観
察
さ
れ
て
い
る
（
５２
）。
十
四
、「
石
室
実
測
図
」（
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
）
陵
墓
調
査
室
「
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
墳
丘
お
よ
び
石
室
内
現
況
調
査
報
告
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
五
十
九
号
〔
平
成
二
十
年
三
月
、
宮
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内
庁
書
陵
部
〕）
は
、「
２
既
往
の
調
査
」「（
１
）
日
本
考
古
学
協
会
古
墳
総
合
研
究
特
別
委
員
会
に
よ
る
調
査
〔
昭
和
２６
年
（
１
９
５
１
年
）〕」
と
し
て
、
同
委
員
会
に
よ
る
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
の
調
査
に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。
現
地
調
査
は
小
林
行
雄
氏
を
調
査
主
任
と
し
、
坪
井
清
足
・
藤
沢
長
治
・
川
端
（
西
谷
）
真
治
・
樋
口
隆
康
・
横
山
浩
一
の
各
氏
に
よ
り
、
外
堤
を
含
む
周
辺
の
測
量
図
（
第
２
図
）（
引
用
註
、
図
略
）・
石
室
実
測
図
（
第
３
図
）（
引
用
註
、
図
略
）
の
作
成
、
お
よ
び
写
真
撮
影
（
撮
影：
高
橋
猪
之
介
氏
、
図
版
４
〜
７
）（
引
用
註
、
写
真
略
）
が
行
わ
れ
た
。
調
査
期
間
は
昭
和
２６
（
１
９
５
１
）
年
６
月
９
・
１０
日
、
７
月
３０
日
〜
８
月
１
日
の
計
５
日
間
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
図
・
写
真
原
板
等
の
資
料
は
、
現
在
、
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
記
述
な
ど
に
よ
る
調
査
報
告
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（
５３
）。
右
の
引
用
に
つ
い
て
註
は
「
京
都
大
学
に
お
い
て
原
図
を
確
認
し
た
結
果
、
６
月
９
・
１０
日
に
石
室
の
実
測
を
開
始
し
、
写
真
撮
影
も
こ
の
時
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
７
月
３０
日
〜
８
月
１
日
で
、
石
室
実
測
図
の
未
完
成
箇
所
の
追
加
及
び
修
正
、
断
面
図
等
の
補
測
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
外
堤
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
の
測
量
は
７
月
３１
日
・
８
月
１
日
に
実
施
し
て
い
る
（
５４
）」
と
し
、
引
用
中
の
「
外
堤
を
含
む
周
辺
の
測
量
図
（
第
２
図
）」
を
「
第
２
図
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
墳
丘
お
よ
び
外
堤
測
量
図
〔
昭
和
２６
年
作
成
〕（
１
／
６
０
０
（
５５
））
と
し
て
、「
石
室
実
測
図
（
第
３
図
）」
を
「
第
３
図
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
石
室
実
測
図
〔
昭
和
２６
年
作
成
〕（
１
／
６０
（
５６
））
と
し
て
載
せ
、
高
橋
猪
之
介
氏
に
よ
る
写
真
を
図
版
４
〜
７
と
し
て
計
九
葉
載
せ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
昭
和
二
十
六
年
六
〜
八
月
の
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
の
日
本
考
古
学
協
会
古
墳
総
合
研
究
特
別
委
員
会
に
よ
る
調
査
で
は
、
石
室
の
実
測
・
写
真
撮
影
、
ま
た
外
堤
等
が
測
量
さ
れ
た
が
、
そ
の
資
料
は
今
日
に
至
る
ま
で
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
で
保
管
さ
れ
た
ま
ま
で
、
報
告
書
は
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
陵
墓
調
査
室
「
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
墳
丘
お
よ
び
石
室
内
現
況
調
査
報
告
」
は
、
宮
内
庁
に
よ
る
陵
墓
参
考
地
調
査
の
一
環
と
し
て
昭
和
三
十
三
年
八
月
十
一
〜
十
三
日
に
、
委
託
を
受
け
た
末
永
雅
雄
氏
に
よ
っ
て
、
同
氏
ほ
か
九
名
に
よ
る
墳
丘
と
外
堤
の
測
量
図
の
作
成
と
写
真
撮
影
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
（
５７
）。
こ
の
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
の
調
査
も
す
で
に
み
た
円
山
陵
墓
参
考
地
の
調
査
と
同
様
に
、
調
査
が
石
室
内
部
の
観
察
や
実
測
に
及
ん
だ
点
、
ま
た
報
告
書
が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
点
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
22
さ
て
、
そ
の
後
の
日
本
考
古
学
協
会
に
よ
る
文
部
省
科
学
研
究
費
の
交
付
を
受
け
て
の
研
究
の
動
向
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
日
本
考
古
学
年
報
』
５
（
昭
和
二
十
七
年
度
）（
昭
和
三
十
二
年
三
月
、
誠
文
堂
新
光
社
）
は
、「
第
一
部
研
究
の
趨
勢
」
藤
田
亮
策
「
考
古
学
一
般
」
で
「
古
墳
綜
合
調
査
特
別
委
員
会
（
５８
）」
の
動
向
に
つ
い
て
「
日
本
全
土
の
古
墳
の
分
布
調
査
を
中
心
と
し
て
、
綜
合
的
に
、
（
過
）
形
式
、
構
造
、
副
葬
品
か
ら
、
時
代
と
発
達
課
程
を
知
る
た
め
に
、
昭
和
２４
年
よ
り
科
学
研
究
費
の
交
附
を
受
け
て
、
３
年
の
研
究
を
終
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
全
国
の
古
墳
の
数
は
、
お
び
た
だ
し
い
も
の
が
あ
り
、
戦
時
中
お
よ
び
終
戦
後
の
開
墾
・
伐
木
等
の
関
係
上
、
新
に
発
見
さ
れ
た
も
の
莫
大
に
上
り
、
か
つ
ま
た
発
掘
破
壊
さ
れ
た
も
の
に
至
っ
て
は
、
こ
れ
を
凌
駕
し
、
と
く
に
関
東
以
北
に
甚
し
い
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
東
海
以
北
は
、
遅
々
と
し
て
調
査
が
進
ま
ず
、
東
北
北
陸
に
は
分
布
調
査
の
手
も
及
ば
ず
し
て
、
３
年
を
経
過
し
た
」
と
、
三
年
に
わ
た
る
「
上
代
古
墳
の
綜
合
的
研
究
」
の
成
果
と
問
題
点
を
指
摘
し
た
上
で
「
さ
て
本
年
よ
り
さ
ら
に
３
年
の
予
定
で
、
東
北
・
北
陸
・
東
山
地
方
へ
の
畿
内
文
化
の
浸
透
と
、
そ
の
発
展
と
を
知
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、『
日
本
古
代
文
化
の
東
北
北
陸
東
山
地
方
へ
の
伝
播
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
な
る
研
究
題
目
を
掲
げ
て
、
科
学
研
究
費
の
交
附
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
（
５９
）」
と
す
る
。
「
日
本
古
代
文
化
の
東
北
北
陸
東
山
地
方
へ
の
伝
播
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
代
表
藤
田
亮
策
氏
）
は
「
科
学
研
究
費
―
―
綜
合
研
究
―
―
」
と
し
て
三
十
万
円
を
受
給
し
た
（
６０
）が
、
こ
こ
に
至
っ
て
陵
墓
調
査
は
、
日
本
考
古
学
協
会
内
に
設
け
ら
れ
た
古
墳
綜
合
調
査
特
別
委
員
会
の
範
囲
か
ら
外
れ
た
こ
と
に
な
る
。
お
わ
り
に
右
に
み
た
陵
墓
を
め
ぐ
る
動
向
は
、
お
お
む
ね
昭
和
二
十
一
年
か
ら
同
二
十
六
年
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
占
領
下
で
あ
り
、
本
稿
で
み
た
そ
の
間
の
刊
行
物
に
つ
い
て
も
、
直
接
・
間
接
に
占
領
軍
に
よ
る
検
閲
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
に
拠
っ
て
概
略
を
た
ど
り
直
し
て
み
れ
ば
、
昭
和
二
十
三
年
に
『
科
学
朝
日
』『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
と
い
っ
た
朝
日
新
聞
系
列
の
出
版
物
に
よ
る
仁
徳
天
皇
陵
に
関
す
る
記
事
が
あ
っ
た
後
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
英
字
紙
『
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
』
と
『
読
売
新
聞
』
が
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
氏
を
中
心
と
す
る
動
向
を
報
じ
る
中
で
発
掘
推
進
論
を
展
開
し
、
こ
れ
に
『
神
社
新
報
』
が
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反
論
し
、
日
本
考
古
学
協
会
は
陵
墓
を
含
め
た
古
墳
研
究
を
文
部
省
に
よ
る
科
学
研
究
費
に
よ
っ
て
進
め
る
中
で
宮
内
庁
に
陵
墓
へ
の
立
ち
入
り
調
査
の
許
可
を
求
め
、
宮
内
庁
も
現
状
に
変
更
を
及
ぼ
さ
な
い
条
件
で
こ
れ
を
許
可
し
、
仁
徳
天
皇
陵
・
応
神
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
報
告
は
昭
和
三
十
年
三
月
に
な
っ
て
『
書
陵
部
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
、
円
山
陵
墓
参
考
地
・
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
に
つ
い
て
は
石
室
内
部
に
ま
で
及
ぶ
調
査
が
行
な
わ
れ
た
も
の
の
、
事
実
上
宮
内
庁
に
よ
る
陵
墓
参
考
地
調
査
に
引
き
継
が
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
終
戦
直
後
の
陵
墓
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
考
え
る
に
際
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
当
初
、
そ
の
担
い
手
は
決
し
て
国
内
の
考
古
学
関
係
者
に
限
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
広
く
歴
史
学
・
人
類
学
関
係
者
、
そ
し
て
皇
族
、
ア
メ
リ
カ
の
学
者
に
ま
で
拡
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
報
道
各
社
も
競
う
よ
う
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
議
論
も
明
ら
か
に
陵
墓
の
発
掘
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
各
界
、
ま
た
一
般
も
よ
く
反
応
し
、
発
掘
に
対
す
る
賛
否
両
論
が
展
開
さ
れ
た
の
は
、
陵
墓
を
め
ぐ
る
問
題
が
社
会
一
般
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
何
よ
り
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
が
そ
の
後
、
日
本
考
古
学
協
会
が
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
調
査
の
一
環
と
し
て
こ
の
動
向
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
ま
ず
陵
墓
の
発
掘
が
調
査
の
選
択
肢
か
ら
消
え
去
っ
て
墳
丘
上
の
表
面
調
査
に
取
っ
て
か
わ
り
、
報
道
も
沈
静
化
し
、
挙
句
の
果
て
に
そ
の
成
果
が
『
書
陵
部
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
、
陵
墓
参
考
地
の
調
査
が
宮
内
庁
に
よ
る
調
査
に
引
き
継
が
れ
た
の
に
至
っ
て
は
、
い
わ
ば
、
考
古
学
関
係
者
が
宮
内
庁
の
側
に
取
り
込
ま
れ
る
態
を
如
実
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
柄
の
著
し
い
変
質
と
し
て
捉
え
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
何
が
そ
の
よ
う
な
変
質
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
占
領
下
に
あ
っ
た
こ
と
等
を
含
め
て
当
時
の
政
治
的
・
社
会
的
背
景
を
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
確
か
で
は
あ
る
が
、
陵
墓
を
め
ぐ
る
問
題
を
、
関
連
諸
分
野
を
含
め
た
学
界
は
も
と
よ
り
広
く
社
会
一
般
の
問
題
と
し
て
議
論
し
よ
う
と
す
る
立
場
と
、
管
轄
官
庁
の
厳
重
な
管
理
下
に
あ
る
古
墳
に
つ
い
て
せ
め
て
表
面
調
査
だ
け
で
も
成
就
さ
せ
よ
う
と
す
る
考
古
学
関
係
者
の
連
合
体
の
姿
勢
と
は
、
決
し
て
同
じ
平
面
に
並
べ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
本
稿
で
み
た
一
連
の
過
程
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
終
戦
直
後
の
陵
墓
を
め
ぐ
る
動
向
が
一
見
わ
か
り
に
く
い
経
過
を
た
ど
り
、
そ
の
発
端
か
ら
す
れ
ば
い
か
に
も
一
貫
性
の
な
い
結
末
を
迎
え
る
原
因
は
、
こ
こ
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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註（
１
）
向
谷
『
考
古
の
巨
星
』
一
〇
六
〜
七
頁
。
（
２
）
以
上
「
展
覧
会
」
に
つ
い
て
は
「
疎
開
か
ら
展
覧
会
へ
」（
大
窪
太
朗
記
）（『
書
陵
部
紀
要
』
第
一
号
）（
六
十
三
・
六
頁
）
に
よ
る
。
当
時
図
書
寮
は
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
廃
庁
と
な
っ
た
諸
陵
寮
を
引
き
継
い
で
い
た
。
（
３
）
「
疎
開
か
ら
展
覧
会
へ
」
六
十
三
頁
。
（
４
）
「
疎
開
か
ら
展
覧
会
へ
」
六
十
三
頁
。
（
５
）
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
。「
占
領
期
新
聞
・
雑
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
拠
っ
た
。
同
文
庫
の
検
索
に
つ
い
て
は
以
下
同
じ
。
（
６
）
梅
原
「
世
界
一
の
大
古
墳
・
大
山
陵
」
十
一
頁
。
（
７
）
梅
原
「
世
界
一
の
大
古
墳
・
大
山
陵
」
十
一
頁
。
（
８
）
梅
原
「
世
界
一
の
大
古
墳
・
大
山
陵
」
十
二
頁
。
（
９
）
梅
原
「
世
界
一
の
大
古
墳
・
大
山
陵
」
十
二
〜
三
頁
。
（
１０
）
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
。
（
１１
）
『
堺
時
報
』
第
十
二
号
、
二
頁
。
（
１２
）T
A
M
O
T
SU
M
U
R
AYA
M
A
に
よ
る
記
名
記
事
。
（
１３
）Japan’s
first
em
peror
w
as
not
Jim
m
u
Tenno
but
Sujin
Tenno
w
ho
m
ost
likely
m
igrated
from
M
anchuria
or
K
orea
early
in
the
fourth
century.T
his
indicates
that
the
Im
perial
Fam
ily
w
as
not
founded
in
660
B
.C
.
as
is
claim
ed
in
m
od-
ern
official
Japanese
histories,
but
ten
centuries
later.
以
下
『
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
』
の
記
事
か
ら
の
要
約
・
引
用
に
際
し
て
は
註
に
原
文
を
掲
げ
る
。
（
１４
）Japanese
historians,
archaeologists
and
ethnologists,
D
r.
E
gam
i
declares,
are
unanim
ous
in
the
opinion
that
the
tim
e
has
com
e
for
a
revolutionary
change
in
w
riting
the
history
of
this
country
for
popular
reading.
D
r.E
gam
i
fur-
ther
believes
that
there
are
m
any
untouched
fields
in
Ja-
pan
for
the
archaeologist,historian,and
ethnologist
due
to
the
noticeable
easing
of
the
hush−hush
hands−off
policy
w
hich
for
decades
w
as
adopted
by
the
governm
ent
regard-
ing
investigations
into
m
atters
w
hich
w
ere
considered
sa-
cred.
（
１５
）T
he
custom
w
as
introduced
of
building
gigantic
m
ausole-
um
s
and
it
is
to
be
noted
that
the
burial
ground
of
E
m
-
peror
N
intoku
is
severaltim
es
larger
than
the
pyram
ids.
（
１６
）T
A
M
O
T
SU
M
U
R
AYA
M
A
に
よ
る
記
名
記
事
。
（
１７
）Plans
have
quietly
progressed
for
such
an
undertaking
and
have
reached
the
point
w
here
Prince
Takam
atsu,
E
m
-
peror
H
irohito’s
second
brother,
is
reliably
reported
to
be
slated
to
becom
e
chairm
an
ofan
excavation
com
m
ittee.
（
１８
）M
eanw
hile,
it
has
been
learned
that
D
r.E
dw
in
O
.
R
eichauer
of
H
arvard
U
niversity
w
ho
is
at
present
in
the
25
U
nited
States,
conferred
w
ith
Prince
Takam
atsu
som
e
m
onths
ago
regarding
the
proposed
scientific
research
w
ork.
（
１９
）D
r.H
iroshiIkeuchi,professor
of
history
at
Tokyo
U
niver-
sity
and
a
scholar
w
ho
is
recognized
as
one
of
Japan’s
forem
ost
historians,
said
that
he
w
as
severely
assailed
som
e
years
ago
w
hen
he
proposed
the
excavation
of
a
m
ausoleum
regarding
w
hich
there
w
as
at
that
tim
e
no
re-
cord
as
to
w
ho
m
ight
be
buried
w
ithin
it.
（
２０
）T
his
unusual
aerial
picture,
taken
before
the
w
ar
by
the
Japanese
arm
y,show
s
the
m
ausoleum
ofE
m
peror
N
intoku.
（
２１
）T
A
M
O
T
SU
M
U
R
AYA
M
A
に
よ
る
記
名
記
事
。
（
２２
）T
he
account
of
plans
to
excavative
the
m
ausoleum
of
E
m
peror
N
intoku
w
hich
appeared
in
the
N
ippon
T
im
es
earlier
this
w
eek
has
stirred
considerable
interest
not
alone
am
ong
scholars
but
am
ong
laym
an
as
w
ell.
T
his
w
riter
is
in
receipt
of
several
inquiries,
including
som
e
from
A
m
ericans.
（
２３
）T
A
M
O
T
SU
M
U
R
AYA
M
A
に
よ
る
記
名
記
事
。
（
２４
）D
r.K
iyoshiM
izuno
と
表
記
。
（
２５
）A
t
first
it
w
as
thought
that
the
w
ork
needed
not
to
be
conducted
on
such
a
gigantic
scale
as
to
necessitate
the
appropriation
of
governm
ent
funds.
B
ut
scholars
from
all
parts
of
the
country,
m
eeting
in
Tokyo
to
discuss
the
pro-
ject,have
com
e
to
the
conclusion
that
a
vast
m
onetary
out-
lay
w
ill
be
necessary
and
that
the
w
ork
m
ight
take
m
ore
than
five
years
ifit
is
to
be
undertaken
in
a
proper
m
anner.
T
hose
behind
the
five−year
plan
include
D
r.Yoshito
H
rada
and
D
r.
N
am
io
E
gam
i
of
Tokyo
U
niversity,
Prof.
Sousuke
Sugihara
of
M
eiji
U
niversity,
and
D
r.
K
iyoshi
M
izuno
of
K
yoto
U
niversity.
It
is
their
plan
to
have
the
G
overnm
ent
introduce
a
bill
during
the
present
session
of
the
D
iet
for
funds
to
carry
on
the
w
ork.
In
the
m
eantim
e
these
m
en
are
aw
aiting
w
ord
from
D
r.
E
dw
in
R
eishauer
of
H
arvard
U
niversity
w
ho
is
understood
to
have
discussed
w
ith
the
E
m
peror’s
second
brother,
Prince
Takam
atsu
the
possibili-
ties
of
H
arvard
U
niversity
taking
som
e
part
in
the
m
auso-
leum
excavation
project,
and
w
ho
recently
returned
to
the
U
nited
States.
（
２６
）
『
長
崎
日
日
』
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日
付
（
第
二
面
）
も
「
世
界
最
大
の
古
墳
／
米
か
ら
共
同
発
掘
申
入
れ
／
考
古
学
界
に
賛
否
両
論
わ
く
」
と
の
見
出
し
の
記
事
を
「
本
社
東
京
特
電
」
と
し
て
載
せ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）。
（
２７
）
グ
ロ
ー
ド
神
父
は
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
に
千
葉
県
市
川
市
国
府
台
に
設
立
さ
れ
た
日
本
考
古
学
研
究
所
の
所
長
に
就
任
し
て
お
り
、
26
後
藤
守
一
氏
は
同
研
究
所
の
評
議
員
長
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
本
稿
で
も
後
で
述
べ
る
よ
う
に
昭
和
二
十
三
年
四
月
に
日
本
考
古
学
協
会
が
設
立
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
日
本
を
代
表
す
る
研
究
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
日
本
考
古
学
研
究
所
も
そ
の
役
割
り
を
日
本
考
古
学
協
会
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
日
本
考
古
学
協
会
の
幹
部
を
兼
務
し
て
い
た
後
藤
守
一
氏
も
同
年
秋
に
は
す
で
に
日
本
考
古
学
研
究
所
を
去
っ
て
い
た
（
領
塚
正
浩
「
ジ
ェ
ラ
ー
ド
・
グ
ロ
ー
ト
神
父
と
日
本
考
古
学
研
究
所
―
―
失
わ
れ
た
考
古
学
者
を
求
め
て
―
―
」〔
鎌
ヶ
谷
市
郷
土
資
料
館
編
『
鎌
ヶ
谷
市
史
研
究
』
第
九
号
、
平
成
八
年
三
月
〕）。
（
２８
）
後
藤
「
仁
徳
陵
、
発
掘
す
る
べ
き
か
―
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
抗
議
―
―
」
三
十
九
頁
。
（
２９
）
後
藤
「
仁
徳
天
皇
陵
、
発
掘
す
べ
き
か
」
三
十
九
〜
四
十
頁
。
（
３０
）
日
本
考
古
学
協
会
委
員
長
。
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
１
）
十
頁
。
（
３１
）
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
１
）
十
頁
。
（
３２
）
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
１
）
十
〜
十
一
頁
。
（
３３
）
昭
和
二
十
四
年
度
に
お
け
る
「
古
墳
綜
合
研
究
特
別
委
員
会
（
略
称
古
墳
委
員
会
）」
の
構
成
は
、
す
で
に
み
た
昭
和
二
十
三
年
度
の
「
上
代
古
墳
の
綜
合
的
研
究
特
別
委
員
会
」
の
構
成
と
同
じ
（
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
２
）
五
頁
）。
（
３４
）
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
２
）
六
頁
。
（
３５
）
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
２
）
九
頁
。
（
３６
）
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
３
）
七
頁
。
（
３７
）
昭
和
二
十
五
年
度
に
お
け
る
「
古
墳
綜
合
研
究
特
別
委
員
会
」
の
構
成
は
、
す
で
に
み
た
昭
和
二
十
四
年
度
の
同
委
員
会
の
構
成
と
同
じ
（
藤
田
「
考
古
学
一
般
」〔『
日
本
考
古
学
年
報
』
３
〕
九
頁
）。
（
３８
）
藤
田
「
考
古
学
一
般
」〔『
日
本
考
古
学
年
報
』
３
〕
九
〜
十
頁
。
（
３９
）
昭
和
二
十
六
年
度
よ
り
藤
田
亮
策
氏
が
加
わ
っ
て
い
る
（
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
４
）
六
頁
）。
（
４０
）
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
４
）
六
〜
七
頁
。
（
４１
）
「
書
陵
部
官
制
の
変
遷
」
五
十
四
頁
。
（
４２
）
小
林
「
円
山
陵
墓
参
考
地
・
入
道
塚
陵
墓
参
考
地
調
査
報
告
」
一
〜
四
頁
。
（
４３
）
小
林
「
円
山
陵
墓
参
考
地
・
入
道
塚
陵
墓
参
考
地
調
査
報
告
」
一
頁
。
（
４４
）
小
林
「
円
山
陵
墓
参
考
地
・
入
道
塚
陵
墓
参
考
地
調
査
報
告
」
一
頁
。
（
４５
）
梅
原
「
応
神
・
仁
徳
・
履
中
三
天
皇
陵
の
規
模
と
営
造
」
は
宮
内
庁
書
陵
部
陵
墓
課
編
『
書
陵
部
紀
要
所
収
陵
墓
関
係
論
文
集
』（
昭
和
五
十
五
年
、
学
生
社
）
に
再
録
さ
れ
た
。
同
論
文
の
頁
は
『
書
陵
部
紀
要
所
収
陵
墓
関
係
論
文
集
』
に
よ
る
。
梅
原
「
応
神
・
仁
徳
・
履
中
三
天
皇
陵
の
規
模
と
営
造
」
十
九
〜
二
〇
頁
。
（
４６
）
梅
原
「
応
神
・
仁
徳
・
履
中
三
天
皇
陵
の
規
模
と
営
造
」
二
十
四
頁
。
（
４７
）
梅
原
「
応
神
・
仁
徳
・
履
中
三
天
皇
陵
の
規
模
と
営
造
」
二
十
四
27
頁
。
（
４８
）
梅
原
「
応
神
・
仁
徳
・
履
中
三
天
皇
陵
の
規
模
と
営
造
」
二
十
八
〜
九
頁
。
（
４９
）
梅
原
「
応
神
・
仁
徳
・
履
中
三
天
皇
陵
の
規
模
と
営
造
」
二
十
九
頁
。
（
５０
）
小
林
「
円
山
陵
墓
参
考
地
・
入
道
塚
陵
墓
参
考
地
調
査
報
告
」
二
頁
。
（
５１
）
小
林
「
円
山
陵
墓
参
考
地
・
入
道
塚
陵
墓
参
考
地
調
査
報
告
」
二
頁
。
（
５２
）
小
林
「
円
山
陵
墓
参
考
地
・
入
道
塚
陵
墓
参
考
地
調
査
報
告
」
二
〜
三
頁
。
（
５３
）
陵
墓
調
査
室
「
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
墳
丘
お
よ
び
石
室
内
現
況
調
査
報
告
」
二
頁
。
（
５４
）
陵
墓
調
査
室
「
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
墳
丘
お
よ
び
石
室
内
現
況
調
査
報
告
」
十
七
〜
八
頁
。
（
５５
）
陵
墓
調
査
室
「
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
墳
丘
お
よ
び
石
室
内
現
況
調
査
報
告
」
三
頁
。
（
５６
）
陵
墓
調
査
室
「
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
墳
丘
お
よ
び
石
室
内
現
況
調
査
報
告
」
四
頁
。
（
５７
）
陵
墓
調
査
室
「
黄
金
塚
陵
墓
参
考
地
墳
丘
お
よ
び
室
内
現
状
調
査
報
告
」
四
頁
。
（
５８
）
昭
和
二
十
七
年
度
に
お
け
る
「
古
墳
綜
合
調
査
特
別
委
員
会
」
の
構
成
は
、
昭
和
二
十
六
年
度
と
同
じ
。
（
５９
）
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
５
）
六
頁
）。
（
６０
）
藤
田
「
考
古
学
一
般
」（『
日
本
考
古
学
年
報
』
５
）
五
頁
。
追
記
英
文
の
和
訳
に
つ
い
て
は
、
本
学
文
学
研
究
科
日
本
常
民
文
化
専
攻
博
士
課
程
（
後
期
）
三
年
川
名
里
奈
さ
ん
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
課
題
名
「
歴
史
教
育
と
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
め
ぐ
る
研
究
―
歴
史
学
・
民
俗
学
・
教
育
史
の
成
果
を
融
合
さ
せ
て
―
」（
研
究
代
表
者
外
池
昇
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
陵
墓
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
文
化
財
と
し
て
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
の
議
論
の
た
め
の
基
礎
研
究
と
し
て
本
稿
を
位
置
付
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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